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I •緖 言

丨バルサム」(Balsam, Balsam)と云はれ樹脂(.Resin, Harz)と云はれる 

物質は其の種類が頗る多く,其の性質や性凉,組成等に到っても洵に複雜多岐 

で一樣ではなく,從って夫等の用途も亦極めて廣汎なものである。

兩者共水には不溶性の,主として,植物體から分泌せられる物質で,生理 

的機能を有せず,」使早代訝J作用には關與せざるものである。之等のものは生理 

的の意義を有しない分泌物であるが,樹脂生成能を持って居る植物體では,外 

傷を受けた場合に二次的の脂褒が形成せられ,それから樹脂,「バルサム」を 

損傷部に送って傷を閉塞すると云ふ役割を行って居るのである。此の•性質を利
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用して採集の行はれる場合もあるが,斯かる二次的の樹脂流は屢々,第一次的 

に植物院に於て生成せられ所朝Rezentharzと呼ばれて居るものとは組成を異 

にするものである。更に病理的なもので一般にUberwallungsharzと稱せられ 

る特異なものも存在して居る。

之等のうち,普通に「バルサム」と甘はれて居るものは；夜狀をなす樹脂の 

總稱であって,之にも二莉類がある。即ち固狀の樹脂が比較的多虽の精油又は 

揮發油(Essential or Ethcrial Oils, Athcrischc Ole")を含む為に液狀をな 

して居るもの 例へば「カナダバルサム」C Canada Balsam, Canadabalsamヽ 

や「オレゴンバルサム」(Oregon Balsam, Orcgonbalsam)等 と成分全住 

が液狀の物質から成って居るもの 例へば「ペルーバルサム」(Pcrulmlsam) 

や「トルーバルサム」(Tolubalsam),蘇合一香(Storax)等----とである。

松柏科植物閱の鼓も重要な分泌物は一般に生松脂(Turpentine, Terpen- 

tin)と云はれるものであつ丁, 「モミ」(』ん’C8), 「マッ」(Pintis'),「ハリモ 

ミ」(Piceぬ 等の風に擧げられる多くの樹木の,上に述べた二次的の樹脂流生 

成物に外ならないのである。勿論固松脂(Colophony or Rosin, Kolophoni- 

um)が「テレビン」汕(Oil of Turpentine, Terpcntinol)巾に溶解して居る 

濃稠な「バルサム」に屬するものである小は,之を水蒸氣蒸溜に附すれば兩成 

分に分離し得られる事に依って明かである。

周知の如く我國內に於ても生松脂の生產は可なり以前から行はれて居る。 

然し乍ら需要に對する共の麓を考へると洵に九牛の一毛の感なしとしない。年 

々莫大な樹脂類を海外よりの輸入に仰いで居った所以である。近時昭和12年を 

峠として,此の莉輸入・代が漸減するに到り,之が合理的配給の對策が出來,乂 

一方に於て,之が增產を極力獎勵して居るMi:は眞に悅ばしい現象であるが,巾 

火に結成される各種の生產組合等に於て,我カヾ北海道に一顧を與へて居ないの 

は何故であらうか。勿論極めて安價なー・然し乍ら種類に依っては可なり高價 
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な——輸入品の多並にあった時代ならば共の必要は無かったであらう。又本州 

等に於て滿足する程度に採瓜せられるならば其の必要はないであらう。然し乍 

ら現狀は憂ふべき狀態にある氷他甘を要しない。少くとも學問的に,より早く 

から考究せられて然る可きものであったと,浦切に考へられる次第である。

北海道の針葉樹には,周知の如く, 「・トドマツ」,［エゾマッ」,「アカエゾ 

マッ」,「グイマッ」,「ハヒマッ」,「ヒメコマツ」等々各稜のものが存在し,造 

林圈種中にも「カラマツ」,「トウヒ」屬がおり就中前二者の蓄積,立木本數は 

顯著なものがある。之等から生產せられる所謂松脂類は,勿論各超各樣のもの 

である小は想像に難くなく,之が組成を硏究する一方,その生產價格等をも亦 

考慮して,利用の新らしい途を講ずるのは,緊要と者へるものである。

之等针葉阴類特に北海道產のものの生松脂に關して洋細な化學的硏究は, 

ド;者塞HHにして之おるを明かない。所謂北方に於ける生松脂の採取に關しては 

古く明治時代に：棒太に於て,樹膚より傷付法に依って二次的の「バルサム」を 

街る小が試みられたが,收支相償はざるの故を以って中絕された。勿論樹帽エ 

Uの搖籃時代でもあり,當時の各種惜勢下に於ては,止むを得なかった功と推 

察されるが,洵に遺憾に思はれる次第である。近時漸く,各種利用方面に乏が 

［「［要視せらるゝに到り,「トドマツバルサム」の如きも漸く 一般に存在を認め 

られ出して來て居るが,當場に於ては,旣に昭和13年,現埸長原田氏が夙に之 

が冇用性に書眼せられ,東京林業試驗場の北海道駐在員時代に之を採集し,本 

場へ之を送附されて居る。然し事業的に之を多虽に採集子るに至らなかった。 

現今樹脂類は共の種類が極めて多い爲,之に對する一般的の研究方法と云ふも 

のが確立されて居ないのみか,前述した如く,之等針葉樹から得られるー次的 

及び二次的の生成「バルサム」類は又揮發汕を含んで居るから,此の兩者を分 

離して硏究する必要も生じて來る。著者は,之等の「バルサム」類が所謂「レ 

ヂノ」酸樹脂(Rcsinosaureharz^)に風するものであるとの見解の下に,各個に
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就て硏究を進めつ'ある。此の利用の新らしい途も2〜3決定したものゝ如くで 

あるから,共の報吿に先立って先づ「トドマツ」の樹皮の脂•襄から得られるー 

次的の生松脂——假に之を「トドマツバルサム」!と名付ける——の採集法や 

調死した脂襄の若生狀態,及び採集功程馨に關して順に述べるがとする。以下 

之を單に「バルサム」Iと祀載する事にする。

「トドマツ」3海 saclialineiisis)は北海道,梯太各地に見られる常綠 

海木で,周知の如く,製紙原料,建築用材,土木材・料等として頗る禾要視せら 

れて居るもので,更新が良く,又廣く造林せられつ'ある。共の立木本數の如 

きは斷然他を壓し,從って之に關する各方面からの祀載も亦極めて多い。然し 

乍ら化學的の副産物としては從來單に之が枝葉から得られる針葉油(乂は枝葉 

油)があるのみの如くである。

「トドマツ」には二次的の「バルサム」も生成せられる。即ち,樹幹に各 

種の損傷を與へて置くと時日の經過に伴って流出して來る•樹脂である。此のも 

のは外觀から察しても•樹皮の脂建內に一次的に生成され,含右せられて居る前 

述のものとは異つて居り,流出して來る場合は殆ど無色且透明であって粘别度 

等を異にして居るのである。樹幹の個處に依っては分泌せられない位遂もあ 

り,又傷付けの時期等に依っても不定であって,收Mも前者に較べて勘い樣で 

ある。此の二次的の「ベルサム」—假に「トドマツバルサム」nと命名して 

置く —に就ては何れ後報する所存であるが,之が流出狀況捋に關しては旣に 

理見氏⑴の報吿がある。

本硏究は帝室林野局北海道林業試驗場長林學博士原田泰氏の終始御懇駕な 

る御指導と御・鞭撻とを賜って實施する事を得,又調花に關しては帝室林野局技 

手牛山六郞氏,同技手補田鎖了氏を煩はし,又採集功程等に於ては同技丁央戶 

淸次氏の助力に據る處大である。記して著者の深甚なる謝意を表する次第であ 

る。 I
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u.「トドマツバルサ厶」の採集法

此のもの、採取法は比較的滴單であつて,「フラスコ」と龙端の尖った錐 

樣のものとがあれば足りる。勿論小刀でも支障はなく,附近の笹や樹の小枝で 

も容易に作る事が出來やう。採集用の「フラスコ」は內容15〇〜200CC位の三角 

形のものが手頃であらう。一方の手に持った錐で脂囊の下部中心を穿孔し,一 

ー脂養の長大なものに對しては二個處位が良い——他方の手に持った「フラス 

コ」のロ緣を此の部分に當て',こぢ上げる罪に依って「バルサム」を容器の 

申に流下せしめるのである。剝離した！!餓片は內方に替曲し尙此の部分にも速 

分附/して居るから,此の部分セ「フラスコ」の內壁に壓してよく探るのであ 

る。試驗管等は內容が小さく,硝子も薄く,破損し易いので不適當である。樹 

皮・・面に脂很が存在して居るやうな個處では,特に功程をあげる目的で,此の 

坡後の操作を省略して次の脂巻に移るのを見受けるが,之は大して特策とは考 

へられない。採集狀況は寫眞Aに見られる如くである。(圖版參照,49頁)

他に何か便利な採集用贝・が無いかと莉々老案もし實施しても見たが,凡ゆ 

る貼で矢張り上述の方法が成良のやうであった。尙長さ2米程の手輕な梯子を 

用意すれば簡單に夫れ丈高所からも彳トられ,又此の高听程脂囊が大であり,收 

杭も良好のやうである。

手や•衣服等に附淋した「バルサム」を除去する爲に脫脂綿か又縷布と「ア 

ルコール」若しくは洗滌用の輕油等を持參する事を薦める。其の後石鹼を使用 

すれば完全である。又蟲除け等もあるに越した事は無い。

夏期に於ての採集が最も容易のや5に考へられるけれども,下草や足埸の 

関係もあり,昆蟲類の多い個處等もあるので,或は早春硬雪の候あたりが好都 

合ではなからうか。兎も角後報する如く,1ヶ年を通じて採集し得る一普通 

傷付法にて採集するのは周知の如く專ら夏期溫暖の候又は地方に限られて居る 

——事が一つの大きな特異性と云はなければならないと考へられる。尙之と種
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々の实iで類似して居る「カナダバルサム」の採集法や,共の功程幣に關しては 

次回に報吿する所存である。

DI»「トドマツパルサム」の採集に關する基礎試驗

採集功程の調花に先立って,先づ「トドマツ」の樹祈に於ける脂琥の舟生 

狀卷を調在し,個々の脂襄に於ける大さ及び「バルサム」の含有:任,更にニセ 

左右する2～3の條件等に就て檢するがとした。

1.調查其の1. 定山溪出張所部內

第一回の調花は札幌地方帝室林野局,定山溪出張所部內,朿定山溪分擔砒 

第249區劃班にある「トドマツ」試驗地內で昭和16年10月15〜16の兩日,洲) 

番號101,102, 29及び23の4本の「アヲトドマッ」に就て實施した。周圍の祖、 

況や試驗木の記載等は第1表の如くである。

前述の採集法に從ひ秤虽管を用ひて行ったが之に依って多くの場合殆ど完 

全に採集され,殘存せしめても極少:代に過ぎなかった。採集個處は樹膚上一見 

してH础が比較的多數存在すると認、められた部分を選び,縱横各10cm即ち而 

秋100cm1Jを區切って測定を行って居る。

試驗當日は晴天であったが雲：行早く,畫間の氣溫は10°C以下で,時々密 

を交へた.驟雨があり,又夜間は0°Cにも達して居る。從って採:集上は寧ろ不利 

な條件下にあったものである。

第1表 定山溪出張所部內に於ける脂套試驗木

試驗木番猊 ！ 〇 I 1 02 2 9 2 3

樹 爲 I6m 18m 24m 24m

胸高周［¢1 73cm 89cm 154cm 122cm

狀 況

比較的試驗地の周邊疎開地 
に近く,よく西日を受けて 
居る,下草は「ネマガリグ 

ケ」。

29は周邊より約20m X23 
は約50mの林内で白樺試 

驗地に近接し,却って午師 

中の陽光を受ける。
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试駿木101に就て行った調査測定の結果は,第2表(わ及び(b)に示す如

くである。

第 2 表3) 試睑木101

<1)方 位

(2)試驗而臼

¢3 )商 度 

(4 )別 |.?1 
(5 )脂套數

南而

10x 10cm =100cm2
146 〜156cm
72.5c m
22個

・胜 本脂喪番號は以下凡て唯單に著者が調3£した順を追ったのみである。

脂健番號・
横 徑 縱 徑 而 積 脂 笛

cm cm cm2 g
1 1.3 0.4 0.41 0.02
2 1.8 0.5 0.71 0.07
3 1.4 0.3 0.33 0.05
4 1.0 0.4 0.31 0.02
5 1.3 0.4 0.41 0.02
6 1.3 0.5 0.51 0.04
7 1.2 0.6 0.57 0.07
8 1.3 0.6 0.61 0.08
9 1.6 0.6 0.75 0.07

10 1.7 0.6 0.80 0.08
11 1.2 0.6 0.57 0.05
12 1.3 0.7 0.72 0.11
13 1.0 0.4 0.31 0.04
14 1.3 0.5 0.51 0.03
15 1.0 0.3 0.24 0.02
16 1.0 0.5 0.39 0.03
17 1.2 0.5 0.47 0.02
18 1.3 0.4 0.41 0.04
19 1.1 0.5 0.43 0.05
20 1.0 0.4 031 0.02 愉

21 1.0 0.4 0.31 0.0!
22 1.4 0.4 0.44 0.04

計 10.52 0.98



第 2 表Cb) 队驗木 101
(1) 方 位 北北西而

<2) 交酚！面積 10x 10cm= lOOcjn2
(3) 高 度 145〜155cm
<4) 周 圍 72.5cm
<5 ) 脂衰致 15個

方位を異にするが,略同一の高さにある脂襄數の此較的多い,等面桁の二 

ケ處に就て行った上の測定結果を綜合すると第3表の如くである。

第3表 弑驗木!0Iの綜合結果

J®希號
横 舞 淡 徑 面 積 脂 量

cm cm cm- g
1 1.7 0.6 0.80 0.10
2 2.0 0.6 0.94 0.13
3 2.6 0.5 1.02 0.12
4 1.4 0.5 0.55 0.02
5 1.5 0.4 0.47 0.06
6 1.3 0.6 0.61 0.06
7 1.3 0.5 0.51 0.06
8 \2 0.3 0.28 0.03
9 22. 0.5 0.86 0.08

10 2.0 0.6 0.94 0.08
11 1.0 0.3 0.24 0.01
12 1.1 0.5 0.43 0.05
13 2.0 0.4 0.63 0.05
14 1.4 0.4 0.44 0.03
15 1.2 0.4 0.38 0.03

計 9.10 0.91

採脂・

個處
方位

.樹皮而秋lOOcm2當 バルサム 

1g常の 
脂•愛而在？ 
Ccm2 )

脂 ・套
1個の平 
均合・ a 

3)

個の平 
均而弑 
(cm2 )

脂套數 
(個)

脂密而積 
(cm2, %)

脂 衆 
鳶)

Ca) 南 22 10.52 0.98 10.73 0.045 0.48

(b) 北北西 15 9.10 0.91 10.00 0.061 0.61

平均 18.5 9.81 0.945 10.38 0.051 0.53

cm’から大凡lgの「バルサム」Iが採・集されると述べる爭が出來やう。今假に 

測定した胸高周囲と樹高とから,本試驗木の樹碎面毡を推定すると大約58000 

cm,となるから,此の割合に脂囊が着生して居るとすれば,此の試驗木には約 

'580gの「バルサム」Iが含有されて居る事となる。手の達する範圍內で比較的 

良好な部分を選定して居るが,」二方程含有・が増加する如くであり,又側枝も 

多いから,實際の含就は之れよりも或は大であるとも考へられるのである。

上の結果を參照すると,南面側は北北西面の側に比して脂囊數多く,採脂 

可能の面!/i・廣く,「バルサム」Iの絕對抵も亦大であったが,個人の脂囊面毬 

小さく,脂義一個當りの平均含有抵亦勘い爲に,單位蛍の「バルサム」を採集 

するに要する讓面在iは大となる結果になって居る。 •

脂喪の大さ及び「バルサム」Iの含虽に關しては,他の試驗木と共に一括 

して後述されて居るが,個々の含有:址は大部分のものがo.lg以下にあり,左程 

大ならざる•がを知った。

霞際に採集せられる個處は比較的下部であり,調査した個瑕は共の良好の 

部分を選んで居るから,此の結果の割合には當然採集し得ない筈であらう。

次に試驗木102に就て同樣測定した結果を第4表 3) (b) (c) (d)及び 

(e)に擧げる。

第 4 表C) 試驗木102
C 1) 方 位 西西北面

(2) 試驗而積 10 x 10cm =100cmJ
(3) 髙 度 165 〜］75cm
(4) 周 【咼 87cm
(5) 脂喪數 16個

脂很番號
横 徑

cm
縱 ・徑

cm
而 積

cm2
脂 爪

g
1 1 1.4 0.7 0.77 0.13



第 4 表(b) 試驗木！02
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2 L5 0.8 0.94 0.11
3 1.8 0.7 0.99 0.16
4 1.4 0.7 0.77 0.09
5 1.0 0.6 0.47 0.05
6 1.9 0.6 0.90 0.15
7 2N 0.8 1.38 ■ 0.24
8 1.5 0.5 0.59 0.06
9 1.8 0.5 0.71 0.09

10 1.1 0.5 0.43 0.04
11 1.3 0.6 0.61 0.08
12 1.0 0.5 0.39 0.02
13 1.0 0.6 0.47 0.07
14 1.1 0.5 0.43 0.04
15 1.0 0.4 0.31 0.04
16 1.4 1 0.6 0.66 0.13

,汁 10.82 1.50

C 1) 方 位 西而

(2) 微驗而積 10 x 10cm =100cm2
<3) 高 度 165 ～ 175cm
(4) 周 M 87c«i
(5) 脂義數 5個

第 4 表(c) 敍驗木102
/

(1)方 位 東而

脂夜番號
横 徑

CJH

縱 徑

cm
而 積 

cin2
脂 址

g
1 2.4 0.7 1.32 0.33
2 1.7 1.0 1.34 0.21
3 2.0 0.5 0.79 0.10
4 4.1 0.8 2.55 0.40
5 1.3 0.6 0.61 0.05

計• 6.61 1.09
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(2) 試瞰而微 10 乂 !0cm =100cn?
(3) 高 度 165 ～ 175cm
(4) 用 1¢! 87cm
(5) 11個

第 4 表(d) 做驗木102

fl髅番號
横 徑

cm
縦 徑

cm
而 積

cm2
脂 堆

十亀

• 2.9 0.5 1.14 0.10
2 3.3 0.7 1.81 0.25
3 1.6 0.9 1.13 021
4 1.5 0.8 0.94 0.15
5 1.7 0.7 0.94 0.15
6 2.0 0.8 1.26 0.19
7 1.6 0.7 0.88 0.16
8 1.3 0.8 0.82 0.09
9 1.9 0.7 1.05 0.20

10 1.4 0.5 0.55 0.02
11 1.3 0.5 0.51 0.04

計 '11.03 1.56

(1) 方’位 東面

(2) ’試驗而積 10x 10cm =100cm2
(3) 爲 度 12I〜131cm
(4) 用 刚 89cm
(5) 脂襄數 13個

脂喪蚕號
横 徑 縱 徑 而 積 脂 量

cm cm cm- g
1 2.5 ,0.6 1.18 0.17
2 1.8 0.6 0.85 0.06
3 2.9 0.6 1.37 0.25
4 2.2 0.6 1.04 0.10
5 1.2 0.5 0.47 0.06
6 1.2 0.7 0 66 0.08
7 1.6 0.4 〇・50 0.08
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8 1.9 0.7 1.05 0.10
9 26 0.9 ,1.84 0.25

10 1.2 0.3 0.28 0.05
11 0.9 0.3 0.21 0.01
12 1.3 0.4 0.41 0.05
13 1.3 0.5 0.51 0.05

計 10.37 1.31

第 4 表(c)

(1) 方 位 南面

(2) 試驗而積 10 x 15cm =150cm2
<わ 商 度 165 〜175cm
(4) 周 圈 87cm
(5) 脂疝致 5個

試驗木102に就き第4表にそれぞれ調花測定した結果を要約すると第5表

脂版番號 横 徑 縱 徑 面 秋 脂 ift
cm cm cm2 g

1 8.5 0.7 4.67 0.45
2 8.0 0.6 3.77 0.35
3 8.2 0.6 3.86 0.22
4 7.0 0.5 2.75 0.18
5 10.5 0.4 3.30 0.22

計 18.35 1.42

の如くである。

第5去 試唸木102の綜合結果

方位
樹皮而!00cm2當 當脂靂

面 耕

('em2 )

脂 淡
1個の平 
均含求

脂 費 
!個の平 
均而弑

Ccm2 )
脂农數 
<個) (cm2, %)

脂 R
(g)

(a) 西西北 16 10.82 1.50 7.21 0.094 0.68

(b) 西 5 6.61 1.09 6.06 0.218 1.32

(c) 
Z—一—

束 11 11.03 1.56 7.07 0.142 1.00

・胜 本去に於いての平均は,(c)の存在が特况的であり,一部局に限定され 

て居った為除外してある。斯かる個所は全林を劉査しても極めて稀であ 

った。個本文及ぴ寇眞B, 49頁を滲照され度い。
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(d) 粟 13 1037 1.31 7.92 0.101 0.80

(e) 南 5 18.35 1.42 12.92 0.284 3.67

平均・ 11.25 9.71 1.365 7.09 0.121 0.86

本試驗木に於ては第5表に示す如く,5ヶ所を選定して測定を行うて居る。 

此の內,(a), (b), (c), (e)の4ヶ所は同一の高度で,((1)のみは(c)と同 

一方位で幾分低位である。

本表を通覧すると,先づ脂囊は凡ゆる點で,方位を異にし又高度を異にす 

るに從って,ー樣でない事に氣付くのであって,此の點は前試驗木又は他の試 

驗木としても略ノ<同樣である。本試驗木に於ても前試驗木と同樣,單位面拓當 

りの採脂可能面祉,即ち脂義え依って占められて居る面紙は,樹膚の約"％附 

近である。けれども,共の他の諸點に關しては大いに其の趣を異にし,即ち同 

ーの單位面秋・內に於ける脂囊數が,101の19個に對して•遥かに少數の11個を有 

するに過ぎず,從って個々の平均面秋は極めて大となって居る。前試驗木の一 

D禳面秋平均0.53cm2より大約70%近くも大きく,平均の「バルサム」含址も 

亦2.4倍に達して居る。本試驗木に就て胸高周圍・と樹高とから,樹膚・の總面•横 

を算定すると約80100cm2となるから,大約1000g 〇「バルサム」が存在する 

书とならう。1gの「バルサム」を採集するに必耍な脂襄の面積が,101號に於て 

は10.4om2であったのに對し,本試驗木では上表に見る如く 7.1cm2で足り, 

同说の「バルサム」を得るに,前者では約20個の脂襄の處理を必耍としたのに 

對し,本試驗木では8個程の少數で充分であると云ふ事になって來る。之は脂 

囊一個の平均含並が前者の0.051gに對して,後者は0.12lgとなって居るからで 

ある。從って,兩試驗木に於ける脂囊の占むる面和iが樹腸に對して略々同一の
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割合であるから,本試驗木102は101に比して採脂上甚だ好條件のものと云は 

なければならないのである。

之を更に細部に涉って觀察すると,特に(い に於て者しい特徴を認める 

もので,本採集個處は他の(a) (c)及び(c)等と同一の高度にあり乍ら脂駅 

數は著しく少く,他のものの半ばに達しない——(〇)に關しては後述する定が 

ある—が個々の面積は坡大で,平均含脂虽も亦:最:大である。たヾ個數が妙い 

ため,單位樹皮面枚當りの採［旨可能面祐が他の個處では何れも10グ以上である 

のに對して,僅々6.6/に過ぎず,絕對鱼も亦融くなって居る。けれども,「バ 

ルサム」1g當りの所要1離面部・は他のものに較べて小さく 特に脂呢數の同 

ーであった(e)の半分以下であり 採脂上には,絕對川:の坡大であった此の 

(c)と共に,:最:良の條件を具備したものと言ふ事が出來るのである。

東面に於ける高低の位置の差に依って,(c), (d)の二個所を比較すると, 

高位にある(c)の方は低位の(d)に比して脂囊數は少ないけれども,面積大 

きく,脂並も亦多い故,lg當りの面柄は小にして濟み,1個の平均含ー吊:に在っ 

ては40%の増加を示すと云ふ結果になって居る。

又本試驗木に於ての最も顯著な特異性は,前述したL〇)の存在であって, 

該位置は前述した(a), (b), (c)等と同じ高さにあるが,樹・,餘カ:此の方面に向 

って鬱曲して居り---寫眞B,樹幹の中央右側,49頁參照----為に,上下から

壓しつぶされたやうな長大な脂囊を形成して居るのが認められ,脂巍以外の部 

分は全くの滑面をなして居り,從って此の部分からの「パルサム」の採集は仝 

然不可能であった。供試面を脂翼の形態上］.0cmxl5cmとしたが,之はlOcmX 

10cmと見ても大差なく,僅に一本の一部分がはみ出して居るに過ぎなかった。 

此の部分の脂員の絕對値は他に上匕して殆ど大差はないけれども,脂囊面・总が竹 

し < 大であり,從って當りの面秋・も放大となって居る。換言すれば脂骤面秋 

はI最:大であるにも不拘,共の單位面積から彳られる「バルサム」の鱼は奴小と 
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なって居るのである。然し乍ら個々の平均含虽は〇•3gにも垂んとして居多から 

採脂上には有利のものと云はざるを得ない。尙,滑面の部分を木鎚で輕打して 

置いたがーヶ年を經過しても,何等［體竺の史に形成される樣な狀態は認められ 

なかった。

第1表に肥載した他の就驗木,即ち29及び23の二本に就て行った測定の結 

果は,夫れ夫れ弟6表,(n), (b)及び・第8表,(a), (b)に記載してある。

第 6 表くめ 由盼木29

(1) 方 位 南而

(2) 試驗面積 10x 10cm =100cm2
(3) 商 度 140～ 150cm
(4) 周 网 153cm
(5) 脂套致 9個

脂瞠番號
橫 徑 縱 徑 面 積 脂 地

cm cm cm2 ・g
1 2.0 0.6 0.94 0.05
2 2.8 0.7 1.54 0.16
3 2.0 0.6 0.94 . 0.08
4〇 1.6 0.4 0.50 0.04
5 2.0 0.6 0.94 0.08
6 1.2 0.4 0.38 0.02
7 2.0 0.5 0.79 0.06
8 1.9 0.5 0.75 0.05
9 1.1 0.4 0.35 0.03

計 7.13 ,0.57

第 6 表(b) 試瞼木29

C 1) 方 位 東而

(2) 試驗而積 IOx 10cm = 100cm2
C3J 高 度 150 ~ 160cm
(4) 周 圍 152c in
(5) 脂洩數 10個



前試驗木同様,29號の測定結果を一括すれば,第7表の如くである。
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脂・囊番號 横 徑 縱 徑 面 秋 脂 S
cm cm cm2 g

1 1.9- 0.6 〇：90 0.08
2 2.0 ' 0.4 0.63 0.06
3 2.7 0.8 1.70 0.17
4 1.6 0.4 0.50 . 0.05

-5 ' 1.7 0.4 0.53 0.05
6 1.7 0.6 0.80 0.06
7 ■ 1.8 0.5 0.71 0.10
8 1.8 0.7 0.99 0.08
9 【•8 0.5 0.71 0.07

1〇 1.4 0.4' 0.44 0.03

针 1 7.91 0.75

第7表 試験木29の綜合結果

方位
脂・靈數

(個)

脂 殺
總而積
Com2 )

脂 衆

(g)

1 g 當
而 積

(cm?)

脂：徑1個 
の卒均 
含 景 

<g)

同1個の 
平均而積

Ccm1)
<〇) 南 9 7.13 0.57 12.51 0.053 0.79

<b) 東 10 7.91 0.75 10.55 0.075 0.79

平均 9.5 7.52 0.66 11.53 0.069 0.79

本試驗木は胸高周圍154cm,樹高24mにも達する大樹で,推定される樹 

臓總面積は實に185000cm?に及んで居る。胸高に近く東,南,兩面に於ての 

100cm2中,脂襄の數は略々相等しく,個々の平均面積も近似して居るが,脂套 

1個の平均含址は東面のものに多くなって居る。此の割合で計算するとすれば 

本試驗木には1200gからの「バルサム」が含有されて居るがとならう。個々の 

脂囊は平均して0.07gの「バルサム」を含有して居るから,試驗系101よりは 

約30%も多くなって居るけれども,採脂可能面秋•が樹尚・の7.5%に過ぎず,又 

個數少なく, 「パルサム」の總量も姫いから,一定蛍を採集するに要する面秋
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は小俚である102號の,第5表の結果と劉比すれば,凡ゆる點で相當劣って居

は可なり大となつて居る。同一面析內に略々同數の脂襄を有し,本試驗木より

るのを知るものである。

第 8 表(») 航驗木23

(1) 方 位 4匕而
<2) 試唸面積 20 x 20cm = 400cm-
(3) な 度 10〇〜I20cm
(4) 囚 困 122cm
(5) 脂糞數 41個<内肥載せるもの20個)

脂後を耽 橫 徑

cm
縱 徑

cm
•而 積

cm2
脂 ・斌

g
1
2
3
4
5
6
7
8
9 ' 

.10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

2.8.
4.5
2.5
0.6
2.4
1.1
2.6
2.2
1.3
1.4
1.7
2.0
1.3
1.7
1.7

、1.8
1.4
2.4
1.3
1.2

0.8 
0.7 
0.4 
0.2 
0.7 
0.6 
0.7 
0.7 
0.5 
0.6 
0.7 
0.6 
0.5 
0.4 
0.6
0.7 
0.4 
0.5 
0.4 
0.4

1.76
2.47
0.79
0.09
1.32
0.52
1.43
1.21
0.51
0.66
0.94
0.94
0.51
0.53
0.80
0.99
0.44
0.94 
0.41
0.38

0.18
0.17
0.12
0.02
0.09
0.02 
0.09 
0.08 
0.05
0.05 
0.08 
0.05 
0.06
0.09 
0.08
0.04 
0.03 
0.06
0.05 
0.02

小 計 17.64 1.43

外稍小なるもの21個にて 0.25
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針 !.68

第 8 表(b) 試驗木23

本試驗匹に於ては単に收：H試％［のみを實施せリ。

(1') 方 位 來而

(2) メ瞼面積 20 x 20cm = 400cm2
<3) 高 度 104 〜124cm
(4) 岡 [¢1 122cm
(5) 脂襄数 36個

脂 ・&
g

大なる もの

小なるもの

20個
16個

1.04
0.17

計 36個 1.21

第8表に祀載した試驗木23の測定結果を簡單に總括すれば,第9表の如く 

である。

第9表 試驗木23の綜合結果

方位
脂套數

(個)

脂 襄 
總面積 

<cm2 )
脂 fl

(g)

1 g ’當・
而 積

(cm2 )

脂愛!個 
の平均 
舍 求 

Cg)

脂襄I個 
の平J勺 
而 積 
(cm2 >

北 20 1乙64 1.43 12.34 0.072 0.88

(b) 東 20 1.04 0.052

平均 20 1.24 0.062

本第9表は,何れも400cm2に就て測定した第8表中の大なる脂我のみに 

就て求めた結果であるから,之を他の試驗木と同樣に100cm2に換算すると, 

脂囊數は5個となり,其の總面郤は北面に於て僅に4.41cm2»又「バルサム」お： 

の平均も0.31gと著しく低下して居る事が判明するのである。小さな脂囊より 

のものを含めても幾許の增・量も無い。略々同一の條件下にあると考へられる弑 

驗木29と較べると,脂浅1個の平均含址と平均面積は共に大であるが,同一の
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樹皮面積內に存在する脂翼數が29の半分である為に,採脂可能面能も「バルサ 

ム」の絕對尬も著しい低下を示す結果となって居るのである。樹皮面S'(400cm2 

中の平均含杭1.45gから,本・試驗木の總含冇抵を推定すると,大凡5.00gとな 

り,相當の大樹であるにも不拘,その絕對眾は計算上四本の供試木中最低とな 

って居る。

以上定山溪招張所部內に於ける「トドマツ」試驗地で實施した四本の供試 

木に就ての結果を判然とする爲に,一括して表示すれば第io表の如くである。 

尙,該表中の諸數値は,樹皮面！00cm=に就てのもので表はされ,更に［建面 

秋10cm2當りの「バルサム」抵と,「バルサム」100gの採集に要すべき!!鼬 

數,脂・囊面積並に樹皮面か等を附加して參考に便ならしめ,又各試驗木の推定 

含有抵をも祀載した。

第10表 定山溪出眼所部內に於ける制を要約

試驗木番號 101 102 29 23 平均

供試而積(cm2 ) 100 100 100 100 100
供試面析中の脂喪败(個) 18.5 11.25 9.5 5 11.06
供試而積當脂靈而穢(cm% %) 9.81 9.71 7.52 4.41 7.86
供試而積lOOcmS當脂量(g) 0.945 1.365 0.660 0.358 0.832
1g當脂義而積(cm2 ) 10.38 7.09 11.53 12.34 9.45
1g當樹び而積(cm2 ) 105.8 73.3 151.5 279.3 120.2
脂魂!il©平均含米(g) 0.051 0.121 0.069 0.072 0.075
〃 平均而机(cm2 ) 0.53 0.86 0.79 0.88 0.71
脂膜10cm2當脂垠(g) 0.963 1.406 0.878 0.812 1.059
】00g採集に要する脂喪败(個) 1960 820 1440 1400 1330
〃 脂瀝而積(cm2 ) 1038 709 1153 1234 945
〃 樹皮而積(逾) 10580 7330 15150 27930 12020
樹 曲(m) 16 18 24 24 20.5
胸高周岡(cm) 73 89 154 122 109.5
樹虜總而積(cm2 ) 58400 80100 184800 146400 112200
推定含有總脂M (g) 552 1093 1220 524 934
推定總脂•囊數(個) 10800 9000 17500 7300 12400
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第10表に就て一言するならば,先づ個々の單木に依って單位面仙中に於け 

る脂囊の敷を異にし,同一面核內に於ける脂喪の總面紡も相當異って居るのが 

認められる。即ち個々の面積が不定であるから,採脂可能の面紡は必ずし 

も脂襄跋の多いものが大であるとは限られて居ないのである。「バルサム」I 

の含抵も亦個々の樹に依って大いに共の趣を異にして居り,供試面fj'( 100cm2 

中に於ける脂囊數,日懿面析,及び含脂抵を根據とした單位「パルサム」花を 

得るに要する脂褒數,脂襄面袒及び樹皮面祉等も異って居るのである。樹高や 

胸高周圍等を異にした樹の含虽の異って來るのは當然の歩であらう。

今該試驗地に於ける全般的の傾向を知るー方便として,之等四本の供試 

「トドマツ」を平均したものに就いて見ると,次のやうな：小が言ひ得られると 

考へられるのである。勿論斯かる種類の試驗木の頻度が同一である事を假定し 

て居るから,實際には或程度の變化を免かれないであらう。ただ實際に之を精 

花する事は極めて困難である事が推定せられ,之は又單木に就ての前述の調布 

個處の選定とても同樣である。

D 比較的良好と見られる個處は,樹皮面100cm2中に大凡10個位迄の 

睛华を有し,之れ等が占有する面秋・は樹皮の大凡8 %弱である。
*• I
2) 該面積中に「バルサム」林大約0.8g强が含有せられて居るから,也當 

りの脂囊面積は約9.5cm2となって居り,從ってlgの「バルサム」を採集する 

に要する樹皮面は120cm2,100gを採集せんには實に12000皿②の樹皮面に就い 

て操作を行ふ必要がある事となる。

3) 脂裝1個の平均面積は0.7cm2で,中に0.075g程度の「バルサム」を 

含有して居る。從って第(2)項に述べた「バルサム」10Ogを採集するには,約 

1330個の』戳を耍する事となって居る。

4) 個々の單木は,調査の範圍內に於ては,500g乃至1200g,平均900g 

程の「バルサム」を含有して居る。樹高は大凡20m前後として,實際に採脂可 

能の範使|は凡そ2】】】內外であるから,単木から平均大凡90g弱の「バルサム」 

が採集される小となる。然し調禿個噌以外は大部劣って居るから,實際採：集さ 

れる抵は之よりも遙に少いと考へられる。

5)本調査に依れば試驗木102の如きものが,採脂上最も有利である爭が 

推定された。

2.調査其の2. 札幌出張所部內

第2回目の調禿は札幌出張所部內,百松澤苗圃附近にある「トドマツ」の 

疎林で昭和17年10月19日に行った。之は後報する採集功程調査に於て,前記の 

定山溪附近よりも共の成績が良好であり,又樹皮面に於ける脂發の紡生狀態惟 

も異って居る事を聽取したからである。周圍の狀况,調あ時の條件,汲び試驗 

木の記載等は第11表の如くである。

第11表 札幌出殁所部内に於ける脂套試驗木

試唸木 Ao A12

樹 髙

胸高囚圖

狀 況

18m 6m
105cm 41cm

兩試驗木とも苗圃附近の平坦地にあり,Aoは道路より10
米程の林內,又An!は全く疎開の路傍にあり,共に陽光を 

よく受く。

條 件 當日は購天,風は野外の秤量に少しく支障あった程度。氣

溫は午前11時は16*C,午後3時,12・C又午後5時,8t〇〇

Ao附近の林况は49頁の寫眞,C,に見る如くである。

試驗木A。に就て調秃した結果は第12表,(a), (b),及び(c)の如くであ 

る。

第 12 表Ca) 試驗木

(1) 方 位 南面

(2) 試瞼面積 10x 10ciu = 100cm2
(3) 高 度 12〇〜130cm
(4) 周 幽 105cm
(5： 脂膜数 7個
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脂炎番眺
橫 徑 觥 徑 而 積 脂 、 章

cm cm cm2 g
I 2.3 0.7 126 0.26
2 2.2 0.7 1.21 0.18
3 1.1 0.5 0.43 0.04
4 1.6 0.5 0.63 0.19
5 1.6 0.6 0.75 0.12
6 1.5 0.6 0.71 0.05
7 1.5 0.6 0.71 0.07

計 5.70 0.91

第12 表(b) 試験木 Ao

(I) 方 位 南而

く 2) 試驗面積 10x 10cm =100cm2
(3) 髙 摩 135 ～ 145cm
(4) 周 圍 . 103cm
(5) 脂殺数 3個

脂襄番就 橫 密

cm
絳 . 徑 

cm
面 技 

cm2
脂 推 

g
1 2.2 1.0 1.73 0.46
2 2.3 0.9 1.63 0.38
3 1.8 0.7 0.99 0.22

計
• 4.35 1.06

第 12 表(c) 試驗木 Ao

(1) 方 位 北而

⑵ 試驗面積 10x 10cm =100cm2
(3) 髙 度 155 ～ 165cm
(4) 周 風 101cm
(5) 脂建數 10個,

脂建番號
横 徑

cm
縱 徑

cm
面 積 

cm2
脂 Jit

g
1 1.5 0.6 0.71 0.08
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2 1.2 0.6 0.57 0.04
'3 1.2 0.5 0.47 0.03
| 4 1.6 0.4 0.50 0.03
； 5- 1.4 0.7 0.77 0.16

6 1.3 0.6 0.61 0.08
'7 1.3 0.6 0.61 0.07
I 8 1.5 0.6 0.71 0.10
1 9 1.7 0.7 0.93 0^8

,〇 ー 1.1 0.5 0.43 0.03
1計

6.31 0.90

試驗木A。に就て行ひ,前表に記載した測定結果を同様に一括すれば,第 

13表の如くなるが,本試驗木の樹岡は寫眞,D, 49頁に見る如く,一面に横徑3 

〜5mm縱徑2nim程度の小D微iで蔽はれて居り,測定した脂囊は此の申で.處々 

に隆起して居たものである。之等一面の小脂囊が滑面となったものが定山溪試 

灼地內の「トドマツ」と考へれば差支ない——寫眞,B,參照。

然し乍ら毬果を檢する事に依って,定山溪の試驗木102も本試驗木Aoも 

ルに,同一品翩の、「アヲトドマツ」である事が判明した。之等の小脂襄からの 

知坦は前述の方法では不可能であり,之に對しては溶劑に依る抽出法が良いと 

おへ,近く實施する發定である。

此の測定結果から大腸次のやうな諸點を知る事が出來た。

第13表 試驗木Aoの綜合結果

方位
脂愛數

(個)

脂 愛
總而積

Cam2 )
脂 ®

Cg)

1g ’當
而 積

Ccm2 )

脂愛I個 
の平均 
含 !1 

Cg)

御
均
明)1
 

€

3) 南 7 5.70 0.91 6.26 0.130 0.81

(b) 南 3 4.35 1.06 4.10 0.353 1.45

(c) 北 10 6.31 0.90 7.01 0.090 0.63

平均 6.67 5.45 0.957 5.70 0.144 0.82
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1) 樹皮：面100cm2中に大形の脂囊は平均7個位存与し,1個の平均面 

辭は0.82cm2,即ち直接法に依る採脂可能の面紡は樹府の5 /强である。脂飛 

の大さは前JB定山溪の4本の中位を採って居るが,H成數やII戲面祖•は試驗木 

23を除く他の何れよりも遙に小である。

2) 大形のII锻效とその總面積とは,上述の如く左程大ではないけれども 

該脂震面覆即ち樹朽面折100cm2から得られた「バルサム」の•任は約1gに近 

<,從って［錢1個の平均含节は,前祀定山溪試驗地に於ける何れよりも大と 

なり,夫等の平均の2倍最にも到逹して居る。

3) 南面の樹皮は北面に比して脂襄數は、明に少ないやうである。而して徳 

「バルサム」虽は幾分南面に多い傾向が認められるから,個々の平均含一ほや平

均面積は遙に大となつて居る。同じ南面でも,本試驗木に於ては,高位の個七 

の方が低位の部に比して個々の面祉,含脂郊:は大であった。

4) 樹高と周圍から樹府の總面技を算出すると約94500cm2となるから, 

上の測定から本試驗木の大形［機中には約820gの「バルサム」が含有されて 

居る事となる。樹尚の94%を占める小脂襄には少なくとも之と等量,或はよ" 

以上の「バルサム」が含まれて居る爭が考へられるから,實際には少なくとも 

1600g以上の「バルサム」があると推定されるのである。爭實樹皮面何れの瑟 

分を穿孔しても少虽乍ら一面に送出し來るのを認めるのである。

次に同地に於ける試驗木A口に就ての結果を詳記すれば第14表の如くで 

あり,之を同様綜合要約すれば第15表の如くである。唯本試驗木の如きは前 

のん の如きに比して,非常にその存在が稀であった。

第 14 表 試驗木 A 12

CD 方 位 西西南而

(2) 試驗而積 10 x 10cm = 100cm2
(3) 高 废 8〇〜90cm
<4) 周 网 43cm

30個
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(5 )脂喪致

脂建芯號
横 徑

cm
縱 徑

cm
而 積

cm2
BS it

g

6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18ゝ

19
20
21
22
23
24ゝ

25
26
27
28
29
30

1.2
1.3
1.4
1.3
1.2
1.2
1.4
1.2
1.6
1.7
1.0
1.8
1.6
1.2
1.4
0.9
1.1
1.1
1.2
1.2
1.1
1.7
1.0
1.0
0.9
1.5
1.1
1.0
1.3
1.0

0.2
0.4
0.5
0.5
0.3
0.4 .
0.3
0.5
0.6
0.4
0.5
0.5
0.6
0.5
0.6
0.4
0.5'
0.5
0.4
0.4
0.4
0.5
0.4

.0.4
0.6
0.5
0.4
0.4
0.5
0.2

0.19 
0.41 
0.55 
0.51 
0.28 
0.38 
0.33 
0.47 
0.75 
0.53 
0.39 
0.71 
0.75
0.47 
0.66 
0.28 
0.43 
0.43 
0.38 
0.38 
0.35 
0.67 
0.31 
0.31 
0.42 
0.59
0.35 
0.31 
0.51 
0.16

0.02 
0.03 
0.05 
0.03 
0.02 
0.02 
0.02 
0.03 
0.05 
0.03 
0.02 
0.05 
0.05 
0.02 
0.04 
0.01 
0.03 
0.02 
0.02 
0.02 
0.02 
0.06 
0.02 
0.01
0.03 
0.04 
0.02 
0.02 
0.03 
0.01

針 13.26 0.84
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第15表 試驗木A ・の耍約

方位
脂真數

ぐ個)

脂 套
恕面希

くcm^)
呵 it

GO

1g 當
而 址

<cm2 )

脂喪！個 
の平均 
含 衆 

Cg)

脂雄1個 
の平均
而 積 (cm2)

四西南 30 13.26 0.84 15.79 0.028 0.44

本試驗木は,旣に第11表に記載した如く,樹高僅に6m,胸高周41em.9 

1価木で,可なり下方迄脂襄茗生し,前述した諸試驗木とは粕當相違した點が 

認められた。即ち

1) 今述べた如く未だ幼齡樹の爲か,可なり下部から脂亵が布生して居り 

共の數頗る多く,1】】】•以下の部に在ってもjLOOcnぜ中に3〇個存して居る。けれど 

も,個々の大さは比較的小さく,之が平均僅かに0.44cm2に過ぎない。個々の 

含有「バルサム」量も0.03gに滿たない爲脂喪の總面積が樹朽・の13%以上を占 

めて居るにも不拘,全面拓から得られた總前は漸く 0.84gに逹した程度である。

2) 上述の如く供試面裁當りの「バ・サム」郊：は略々定山溪の夫れと匹液 

して居るから,全體としては少ない方ではないけれども,一定荒を得る爲には 

非常に多くの脂襄に就て操作しなければならない譯である。實際採集上,何の 

程度のものであるかを速断する事を得ないが,同一樹皮面上からこれ丈の「バ 

ルサム」如：が得られる筈であるから不利ではない事となるけれど矢張り單 

位脂宛を得るに要する・議面技・は可なり大きく,個々の含M少く,脂義數が多 

い事等から,損失址も亦他のものに比して比較的多くなり,或速度を以って作 

業して行く場合等は,左程有利な條件とは云ひ得ないかも知れぬとも考へられ 

るのである。

3) 本試驗木の樹幹總面密は約12300cm2j推定される「バルサム」量は 

ioog强である。

4) 本試驗木に於ける樹尚は前記のA。とは異って居り;瑕ろ定山溪出張 
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所部內の試驗木に近く ,共の他の條件等に於ても附近にあり乍らAoと異る咪 

が著しく,立木本數もAo型のものに比して極めて小であるから,之をAoと平 

均する环は妥當であると老へられない。

前試驗木A。は手近な一本を選んだのであるが,共の附近一帶に於ける「ア 

ヲトドマツ」も大閥類似した狀况にある小が判明したので,本試驗木を以って 

附近を代表するものとし,又厶42は幼齢,小徑木の一例として,之等を定山溪 

に於けるものと一括して比較すると第16表の如くである。

前掲の諸表及び第16表を一覧して,次のやうな事が云ひ得る。

1)立地を異にし,樹尚を異にし,又大さ,樹齡等を可なり異にする事に 

依って,同一樹皮面に於ける范生脂囊數には相當の隔りがあり,同一木に在っ

第16 表

(1) (R) (皿)
忒驗木潘號 101,102, 29, 23 

の平也J Ao A 12

供賦而技(cm=> 100 100 100
供状而頂中の脂楽數(個) 11.06 6.67 30
供試而横’莅脂囈而殺(cm%%) 7.86 5.45 13.26
供試而欲當脂址(g) 0.832 0.957 0.840
1g當脂愛而積(cm2) 9.45 5.70 15.79
1g’當樹皮而税(cm2) 120.2 104.6 119.1
脂找1個の平J勺含:〇: (g) 0.075 0.144 0.028
〃 平均而横(cm2 ) 0.71 0.82 0.44
脂喪10c m2徵脂址fg) 1.059 1.756 0.633
100g採集に耍す3脂変數(個) 1330 700 3570
〃 脂涯而(cm2 ) 945 ヽ570 1579
〃 樹皮而積(cm2) 12020 10460 -11910
樹 髙(m) 20.5 18 6

胸商周圖(cm) 109.5 105 41
樹膚總而机(cm2) 112200 94500 12300
推定含有總脂量(g) 934 820 103
推定總脂膜數(個) 12400 6300 3690
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ても方位,高度等に依って差を示して居る。〃您木(,ロ)にはlOOcnr當り30(J i 

前後の多數の脂襄が君生して居るが,樹高20m前後に生長したものでは10個內 

外を數へる位となって居る。100皿②位の小面技を選定したのでは皆無の個史 

すら少くはない。

2) 目議が占める面秘は小徑木では10%以上13%位のものは隨所に認めら 

れるけれども,大徑木では槪ね10%以下,平均5.5〜8/位である。

3) 同一樹皮面積中の脂襄數とそれが占める面秋から,個々の脂囊の大さ 

の平均を算出すると,ノ J催木では0.5cm2に充たないカイ,定山溪附近のもの 

(I )では0.7cm2又百松附近(U )ではこれより稍大に,0.8cm2となって居る。

4) 樹皮面技100cm2から得られる「バルサム」の：此は槪ねlg以下であら 

個タの』機の含有並は旣述の諸條件に依って大差を認める莎が出來る。けれど 

も大體に於ては,脂囊面拓と比例して居ると云へやう。尙之に關しては後に述 

ベる。測定の範圍內に在っては,平均して刀您木のものに少なく,大徑木のも 

のに大であって,前項(3)と對比して,(ロ)に於ては0.03g以下であり,定山 

溪のもの(I )に於ては0.075g,又f fl )即ちAoに於ては奴髙の0.144gに達 

して居るのを見るのである。

5) 一定の樹皮面秋內に於ける脂襄數,脂襄面秋•及び「バルサム」並等か 

ら考察するに,單位址の「バルサム」を彳孕るに耍する脂襄數と脂襄面无Tは

HI > I > D
の順になって居る。例へば100g©「バルサム」を採集するに要すべき脂囊の面 

秋は,(■)の1580cm2に對して(I )に於ては950cm2,又(U )に在っては 

更に減少しx' 570cm2と云ふ風になって居るのである。即ち之を樹皮面積に就 

て見ると,何れも10000cm2を超へて居るが,相互間の差は遙かに減少し,相 

近接して居り,(■)と(I)は略々等しく,共に(北)よりも約15%大とな 

って居るから,凡ゆる點に於て(U)のやうなものカ:採集上有利である事とな 
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らう。更に.脂浅數を見ると此の差はー曆明瞭となるのであつて,同じく100M 

蒙!Zけるに要する脂漫數は,(いに於ては比較的狹い樹皮面秋である上にI〇° 

飢にて足り,(I)に於てはより廣大な樹皮面に就て約倍杭の1330個を要し, 

又(口)に到っては(I)と同一面植中。諜败が(I)の約3倍存在して居る 

にも不^,實に5倍以上に達して居る3600個と云ふ多膈に就て操作セ行ふ必要 

がある小となる。云ふ迄も無く個々の脂魔が小形であり,含节も亦融い項に卽 

因して居る。換官すれば,採集上有利,不利の別る'點は,かゝって單位面積 

中に存在する脂囊數と其の含前にある.折は勿論であるが,總恨として樹皮面積 

の!0000乃至I2000cnr程度から約100g附近の「バルサム」が得られる事とな 

って居る。

6) 各單木は勿論樹高,直徑を異にする從って樹皮面積を異にし,含有憂 

•膚數,脂竇面君协客々に特右のもので,各個の含有する「バルサム」の虽を異 

にして居るが,測定の範圍內に於てはGmの樹高のもので約100g, 20m附近の 

もので約1000mを含有すると推定せられ,»數も上述のものに就ては約4000 

円たらずから約10000個程度となって居る。

7) 實際記載の方法に依って立木から採集せられる虽は,此の十數分のー 

乃车數卜分のーであらう〇

3.調查其の3. 弟子屈出張所部內

當場に於て「トドマツバルサム」Iを多並に採集する目的を以って,後報 

する如く,札幌,旭川兩地方帝室林野局に之が採集方を依賴し,兼て大凡の功 

己5充をも依赖した處,札幌,定山溪兩出張所部內とは凡ゆる點で種々の條件 

が異・って居る’と考へられる弟子屈出張所部內のものが,比較的成績良好の如く 

であつたので,同地に就いて「トドマツバルサム」Iの含有す!:調豚を改めて行 

った處,次のやうな結果が得られた。調赤個處は弟子屈出張所摩周事業區,第 

»彼期・班,又供試木は第17表の•祀載に見るやうな10本の「トドマツ」である。



30

高度は同表中の調花位置の欄に於て,幅員10cmを水手に採って居るから,只 

試樹皮面甜は定山溪及び札幌兩地方と同樣100cm2である。

該調査を實施したのは,昭和17年11月10日で,天候は尝:,氣溫3.5°C,15 

時40分頃に初雪があり,條件は寧ろ悪い方であった。尙共の他の要素を令考迄 

に記載すれば,當日の風は西向の和風,濕度は96%,又氣壓は750mmであっ 

た。
/

各單木に就いての測定結果は,第18表,(泊,(b), (c), (d), (e), (f), 

(g), (h), (i), (j)の10表に記載され,之等を綜括したものが第19表である。

第17表 弟子屈出張所部内の忒唸木

供依:木
番 號

樹 髙

m
胸高旳徑 

cm
物査位宜 

m
備 歩

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

13.0
13.0
19.5
19.5
23.5
18.5
21.0
17.5

22.5
23.5

22
22
27
27
34
29
40
26
44
35

1.36 ～ 1.46 
1.36 ～ 1.46 
1.4〇〜1.50 
1.40～1.50 
1.35 〜1.45 
1.42 〜1.52 
1.3〇〜1.40 
1.54 〜1.64 
1.30 ～ 1.40 
1.50 ～ 1.60

北面疎開地

南而 〃

北而甜疎開地

南而 〃

束而疎開地

束而 〃

東北而 〃’

地而 〃

南西面 〃

南西而 "

第18表(a> 試驗木 1 (b) 朗:驗木 2

脂囊 横 徑 縱 徑 而 積 横 徑 縱 徑 而 積

cm cm cm2 cm cm cm2
1 1.2 0.6 0.57 1.1 〇・6 0.52
2 1.2 0.7 0.66 1.3 0.7 0.71
3 0.8 0.5 0.34 1.0 0.6 0.47
4 0.8 0.3 0.19 0.7- 0.4 0.22
5 1.3 0.7 0.71 0.7 0.4 0.22
6 0.7 0.5 0.27 1.1 0.6 0.52
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7 0.9 0.5 0.35 IJ 0.5 0.43
8 1.0 0.6 0.47 kl 0.3 0.26
9 0.8 0.6 0.38 1.0 0.4 0.31

10 0.7 0.3 0.16 0.9 0.3 〇ユ

11 0.8 0.7 0.44
12 0.9 0.4 0.28

1
脂套總沛 12個 10個
脂膜而杭總計 4.82c nF 3.87cm2
脂衆總［汁 0.49g 0.85g

第18表Cc) 試驗木 3 (d) 吠驗木 4

脂夜.
番&i 1

横 徑

cm
縱 徑

cm
而 積

cm2
横 徑 

cm
縱 徑

cm
面 積

cm2
1.4
1.5
1.6
1.5
1.2
1.5
1.5 
1.0 
1.2

0.7
0.7
0.6
0.8
0.6
0.6
1.0
0.5
0.7

0.77 
0.82 
0.75
0.94 
0.57 
0.71
1.18 
0.39 
0.66

1.0
1.0
0.8
1.0
2.2
1.1
1.7
1.3
1.0

0.7
0.7
0.6
0.6
0.5
0.7
0.8
0.9
0.5

〇»55 
0.55 
0.38 
0.47 
0.86 
0.60 
1.07 
0.92 
0.39

脂愛總BI- 9個
脂套而積總計 6.79cm2
脂爪穂湃 0.62g

9個
5.79cm2
0.74g

留 18 表(e： 試驗木 5 <f) 試喩木 6

脂膜 横 徑 縱 徑
而積| 横 徑 縱 徑 而 積

番號 cm cm cm2 cm cm C1H2
1 | 2.2 0.8 , 1.38 2.0 0.7 1.10
2 槌 0.5 0.51 1.8 1.0 1.41
3 1.2 0.6 0.57 2.1 1.1 1.81
4 1.8 0.9 1.27 1 6 0.7 0.88
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5 1.5 0.6 0.71 1.0 0.8 0.63
6 1.8 0.7 0.99 1.4 0.6 0.66
7 1 1.2 0.3 0.28
8 hl 0.3 026

脂後紐(.針 8個 6個
脂很面積徳・計 5.97c 6.49c “仲
脂M趣苗 0.68g 〇•69g

第18表(g) 試驗木7 Ch) 試驗木8

脂膜 横 徑 縱 徑 而 祂 |橫徑 縱 徑 而 積
推・號 cin cm cm2 cm cm cm2

1 2.3 0.7 1.26 1.0 0.6 0.47
2 2.6 0.9 1.84 1.5 0.9 1.06
3 1.6 0.5 0.63 0.7 0.5 0.27
4 1.5 0.6 . 0.71 1.4 1.0 1.10
5 1.9 0.7 1.04 1.8 0.8 1.13
6 1.2 0.6 0.57
7 1 1.3 0.9 0.92

脂套總針 5個 7個
脂襄面積總苗 5.48c m2 5.52c
脂®總計 0.70g 〇•92g

第18表 〇、 試驗木9 Cj) 試驗木 1〇

脂囊 1橫徑 縱 徑 而 積 横 徑 縱 徑 而 積
flr號 cm, cm cm2 cm cm cm2

1 I 4.3 0.8 2.70 2.6 1.4 2.86
2 2.6 0.7 1 1.43 1.2 0.6 0.57
3 3.2 0.6 1.51 2.2 1.1 1.90
4 L2 0.3 0.28 1.6 0.8 1.01
5 1.5 0.7 , 0.82
6 1.4 0.8 0.88

脂我總計 • 4個 6個
脂建面積總計 5.92c n* 8.04cm2
脂米總計 0.86g 0.85g
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第19表 弟子厢出張所部内の調査綜括

試驗木 樹皮面100c m2題 1g 當 
折襄而積

脂很!個 
の平均

脂囊1個 
の平均

密SR 脂我數 脂技而積 
(c m2, %)

脂 近 合 量
(個) (g) Ccm2 ) (g) (C H12 )

1 12 4.82 0.49 9.85 0.041 '0.40
2 10 3.87 0.85 4-55 0.085 0.39
3 9 6.79 0.62 10.95 0.069 0.75
4 9 5.79 0.74 7.82 0.082 0.64
5 8 5.97 0.68 8.78 0.085 0.75
6 6 6.49 0.69 9.41 0.115 1.08
7 5 5.48 0.70 7.83 0.140 1.10
8 7 5.52 0.92 6.00 0.131 0.79
9 4 5.92 0.86 6.88 0.215 1.48

10 6 8.04 0.85 9.46 0.142 1.34

平均 7.6 5.87 0.74 7.93 0.097 〇J7

第19表下段の平均値に於ける右方の三項は,左方の平均値三項を基礎とし 

て算出したものであるが,各單木に就て得られた之等の値を單に平均するなら 

ば,「バルサム」lg當りの脂•囊面積は8.15cm2.脂•義1個の平均含就は0.111g, 

又"廨1個の平均面秋は0.87cm2と何れも増大して來る。

今第19表を更に詳細に觀察する時は,供試木の1〇本を大隘二分して考へる 

小が出來やう。即ち共の一は1番から5番迄の5本であって,之等のものに於 

ては

1) 樹皮面積!00cm2中の。諜數が8個以上あるけれども,

2) JI儘1個の平均含蛍は0.085g以下であ\) 又,

3) 個々〇)jHa©大さも0.75cm2以下

のものであり,其の二は6番以下の五本で,

1) 同面積中のII諜數は7個以下であるが,

2) ”議1個の平均含址は〇.用以上で,時に0.2g達するものもあり,又,
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3) 脂襄面技も邊に大で,共の平均は約!.12cm2となって居る。

其の他の諸項に關しても相當の差異が認められるので,便’【1:上之を分割し

て表示すれば第20表の如くである。

第2 0表 弟子屈出張所都内の岡五耍約

就 喩 木番 號
! 〜 5
卒 均

6 〜 I0
平 均 敘平均

供队而積(cm2 ) 100 1 100 100
供弑而紙中の脂夜教(個) 9.6 5.6 7.6
供試面も,當脂炎面殺ぐcm%%) 5.45 6.29 5.87
供滅而もT當脂量Cg) 0.676 0.804 0.74
也’渐斤雄而積Ccm-) 8.06 乙82 7.93
1g當樹皮而说(cn«2 ) 147.9 124.4 135.1
脂建1個の卒均含衆(g> 0.070 0.144 0.C97
〃 卒均而積(cm?) 0.57 1.12 0.77
脂班IOciS當脂依(g) 1.240 1.278 1.261
100g採集に要する脂熨数(個) 1430 700 1030
〃 脂襄而役(cm2 ) 815 784 793
〃 樹皮而積(cm2) 14790 12440 13510
樹 商(m) 17.7 20.6 19.2
胸為岡囲(cm) 82.9 109.3 96.1
VA膚總而積ひ萨) 76100 114500 95300
推定含右總脂:ft (g) 1 510 920 690
推定總脂襄敵(個) 7300 6400 7200

即ち弟子屈地方に於ける「トドマツ」は,紬體的には,第19表の下段及び 

笫20表の右端の行に見る如く,樹皮面玳!00cm2中に存在する脂襄は約8イ岡を數 

へ,之が占める面積は樹周の約G %,此の中に含有せられる「バルサム」Iの 

並は〇•7妃 であるから,第16表に見られる如き定山溪,札幌兩地方のものより 

も含量少く,單位「バルサム」量例へば100gを採集するに要すべき脂義數は 

1030個を數へ,之を實施するに當っては樹皮面甜!3500cm2の廣きに渉って操 

作を行ふ必要がある事になって居る——札幌,定山溪兩理方に於ては,100g 
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を採集するに要する個數には可なりの差異はあったが,樹皮面我については大 

凡12000cm2以下で大閥充分であった——けれども,此の地方に於て比較的に 

採集功程の良好であるのは,同地方の約半數の「トドマツ」が札幌出張所部內 

に於けるA。と殆ど等しい脂浅個々の平均含有虽0.144gを有し,從って!00g 

を採集するに要すべき脂囊數が,前記ふ で見られたのと全く同一な7〇〇個に 

て足ると云ふ少數であるがと,之足半數の「トドマツ」に着生して居るJ!離が 

他のものの夫れに比して少數乍ら著しく大形である事,即ち札幌,定山溪兩地 

方の平均は槪して0.8cm2以下なるに對し,！個の脂誰の大さが1.126^にも達 

して居る?R 及び各林木が比較的採集に便なる位置に存在して居るが等が其の 

主な原因と抑:測せられるのである。更に本調充期が旣に十一月に入り,「バル 

サム」の流出が亜期に比して著しく困難である•事實を者慮すれば尙更の淋であ 

る。

即ち,同地方の「トドマッ」の半ばを占める6番以降の五本は,單位樹皮 

面仙中に,多抵の「バルサム」を含有して居る大形の脂襄が少數存在して居る 

がが一つの特徴であって,含衆勘い小形のものが多敷存在して居る樹皮面に就 

て採集を行ふよりは,遙に短時間で多迎が得られる譯である。

1番から5布迄の五本の供試木は前述の五本に比して旣に述べた如く ・品兰 

數の比較的多いものであるが,個々の脂襄の平均含衆も大さも約半分となって 

居る。從って,例へば100gを採集するに要する脂囊數も二倍となり,1400個 

を數へるに到って居る。けれども脂・褒數が翌雷であるから,「バルサム」の同 

ー並を得るに耍する脂囊の面破では,略々等しくなって居るのである。

6番以降の五本は1番からの五本に比して,平均して樹高に於て約3米高 

く,胸高周圍に賦て26cm程大である。從って單木の總面積も,後者の76100 

cWに對して!14500cm2と遙に之を凌駕し,脂囊數こそ10%以上祯いけれども 

含有抵に於て75%以上の大蛍が推定される譯である。又前述の結果から本試驗
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地に關しては,大徑木からの「バルサム」亢:は小徑木からのものよりも多いと 

云ふ事が出來る。然し之が全般的に安當ならざるは,前祀の諸結果を見るも明 

かである。

第16表の(I),(H)と對比して,當地方の「トドマツ」は一般に樹皮面 

•桁に對して推定含脂虽が祿リ大ならざる事を知り得た。

IV.脂義に就て

上述の基礎試驗に於て,調充測定に供したJI质の數は合計309個であるが 

此の巾各個に大さ並びに含有「バルサム」同:を測定した176個に就て,折囊の 

大さと含有讹とからの分布狀熊を觀察すれば,第21表及び第22表の如くなる。

第21表 脂襄大別分布表

艾啜木及 
溯査個處

0.5c in2 
以下

1.0c ni2 
以下

1.5c ni2 
以下

2.0c in2 
以下

2.5c ni2 
以下

3.0c in2 
以下

3.5c in2 
以下

3.5c ni2 
以上

101 a 13 9 〇 〇 〇 〇 〇 〇

b 6 8 1 〇 〇 〇 〇 〇

小計 19 17 1 〇 〇 〇 〇 〇

102 a 6 9 1 〇 〇 〇 〇 〇

b 〇 2 2 〇 〇 1 〇 〇

c 〇 6 4 1 〇 〇 〇 〇

d 5 3 4 I 〇 〇 〇 〇

e 〇 〇 〇 〇 〇・ 1 1 3
小uY 11 20 11 2 〇 2 1 3

29 a .• 3 5 〇 1 〇 〇 〇 〇

b 2 7 〇 1 〇 〇 〇 〇

小針 5 12 〇 2 〇 〇 〇 〇

23 4 11 3 1 1 〇 〇 〇

小計 4 11 3 1 1 〇 〇 〇

Ao a 1 4 2 〇 〇 〇 〇 〇
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1 b 〇 1 〇 2 〇 〇 〇 〇

C 3 7 〇 〇 〇 〇 〇 〇

小針 4 12. 2 2 〇 〇 〇 〇

A 12 20 10 〇 〇 〇 〇 〇 〇1小計 20 10 〇 〇 〇 〇 〇 〇

1合叶 63 82 17 7 1 2 1 3
1—

徳 176個

第22表 脂景別分布表

国驗木及1 
溯衣個点|

0.04g 
以下

0.05g i 0-15g
~0.10g！ 以下

020g 
以下

0.25g 
以下

0.30g 
以下

0.35g 
以下

〇•30g 
以上

101 a 13 8 1 〇 〇 〇 〇 〇

b 5 8 2 〇 〇 〇 〇 〇

小針 18 16 3 〇 〇 〇 〇 〇

102 a 4 6 4 ' 1 1 0 〇 〇

b 〇 2 〇 〇 1 〇 1 1
c 2 2 2 3 2 〇 〇 〇

d 1 9 〇 1 2 〇 〇 〇

e 〇 〇 〇 1 2 〇 1 1
小計 7 19 6 6 8 〇 2 2

29 a 3 5 〇 1 〇 〇 〇 〇

b 1 8 〇 1 〇 〇 〇 〇

小舒 4 13 〇 2 〇 〇 〇 〇

23 5 12 1 2 〇 〇 〇 〇

小計 5 12 1 2 〇 〇 〇 〇

Ao a 1 2 1 2 〇 1 〇 〇

b 〇 〇 〇 〇 1 〇 〇 2
c 4 4 〇 1 〇 1 〇 〇

小計 5 6 1 3 1 2 〇 2

A12 25 5 〇 〇 〇 〇 〇 〇

小計 25 5 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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合砰 64 71 11 13 9 2 | 2 | 4

総 針 176個

言ふ迄も無く,口戲中に含有されて居る「バルサム」の珀は脂義の容植に 

比例すべきものであつて,單に面程(のみに依るべきものではない。從って測定 

した面積——橫徑と縱徑の測定値から脂襄面が桁I印形を為して居るものとして 

算出してある——以外に深さと云ふ要素がある。事實前述の採脂に際して般驗 

し得た事は,横徑の大なるものよりも寧ろ縱徑の大なるものに於て,比較的多 

宛の「バルサム」が採集せられ——之は採集作業に當って,ロ徑及び的率のー 

定した容器が,下方から上方に向って移動して居る關係もあらう——更に樹皮 

面からの隆起の狀態が特に苦しいものに大であるの感を深くして居る。外觀上 

表面は他のものと大差なくして特に內部に深いものもあった。深さの測定は脂 

囊の中央部に針を以って穿孔して測定すれば容易であるが,此の目的に穿孔を 

行ふと直に「バルサム」が外部に渗出したり,針に附苗して損失を來す懼れが 

多分にあり,採集上の煩はしさを避けて?特に面核のみの測定に止めた次第で 

ある。然し乍ら第21及び第22の兩表を對比すれば,大體に於て脂義面被と「バ 

ルサム」量とは平行關係にある事に留意し得るのであって,面枝・が小さくして 

脂襄の多いものは樹皮面上に隆起したものか,或は又內部に深かったものと了 

解されて差支がないやうである。

11錢大別と含有脂囊別に區別し配列した兩表を見ると——此の分別の方法 

には別に根據があった譯ではなく,唯見易く採ったのみである——大膛に於て 

此の兩者が對比して居るのが判る。即ち本分別表に從ふと,例へば面秋0.5c2 

以下の［議數は63個であり,一方脂:址0.04g以下のものが亦略々等數の64個と 

なって居る。面0.51cm2以上l.OcnF以下のものが調奔範圍中で最も多く分 

布して居り,之と對應して含量0.05g以上0.1g以下の脂囊も最大となって居る 
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のである。然し乍ら次第にmが大形となって行く割合よりも,脂量が漸次冷 

大するものの割合が壜加して居るのは,前述の深さの影響が顯著になって來た 

ものと考へられる。：小：實0.5ciが以下の大さの・河堤には深さの普しく異るのを感 

じたものが殆どなく,0.51cm=乃至2.0cm,位のものに降起又は凹陷の著しいも 

のがあり,此の要素の影響が可なり大きい事を示して居る。

試驗木101とか29,又共の他23, 」様等に於ては,脂虽別表上の脂褒數が 

U成大別の分布表に比較して共の對應する位置を變する小が少く,殊にA12の 

如きは,0.5cm•以下の面敬のもの20個に對して,0.04g以下のものが25個と逆 

に増加し,1.00m2以下のものが10個あるに對して0.1な以下のものカミ5個へと減 

びして居り,それ以上大形のもの乃至は含：确の多い脂就を全く有しないと云ふ 

が如きは,|版竖分布の觀點より見るも,採脂上有利ならざるものと言ふ:麻が出 

來るのである。

之に對して例を試驗木102に採る時は,l.Ocnヾ以下の!］諜が20個存在する 

に對して,0.1g以下のJ］旨囊數は稍等しい19個と云ふのは先づ普通のものとし 

て,0.5cm2以下の小形のものと1.5cm2以下と云ふ少しく大形のものの存在が共 

に11個宛であるのに對して,之と對比すべき含站〇・〇犯以下のもの,及び0.15じ 

以下の程度のものが夫れ夫れ7個及び6個へと著・しい減少を示し,殘餘は表上 

に明かなる如く,0.2g以下であるとか0.25g以下と云ふやうな多並に含有され 

て居るものゝ方に延長されて居るのが判る。即ち2.0纹ヾ以下のものが2個であ 

るのに對して0.2g以下のものが6個,又2.5cm2以下のものが零であるのに對 

して0.25g以下のものが8個と云ふ風になって居る。從ってこれなどは當然採 

T. hより•有利なものとせ・られなければならず,又A。の場合の如く,1.0cm' 

以下例錢城12個に對應する0.1g以下のものの6個へと減少し,殘餘は0.25g 

以下のものから0.35g以上のものに到る迄分布して居る如きは,調査の範圍內 

に於て股も條件の良好なものと考へる事が出來るのである。



之に依って見ると,先づ大隨に於て分布別を異にした兩表に於ける脂義の 

分布狀態が,相對應して居るものーー試驗木101,及び29——を標準とするが 

が出瓶 Ainの如く小形の脂囊が比較的多い上に,更に含員小なるものがより 

多くなるやうなのは技も採脂上不利であり,之に反して,102, A。の如く脂5： 

別の脂囊數が脂囊大別の分布に比して,前とは逆に,右方に延長さるゝもの村・ 

有利なもの,と言ふがが出來るのである。大形の脂囊が史富に存在するのは勿溢 

望ましい事である。

全惟としての合計g於て,上に述べた意味の延長が認められるのは,勿為 

前述した隆起若しくは凹陷した脂囊の存在にも基因して居ると考へられやう。

今調赤した脂囊の各種の形態を模寫して見ると第1圖の如きものであ劣こ

極く大體の圖であるが(a), (b)兩圖の種々な組合せに依って各様の脂丁］ 

が存在し得る筈であり,其の幾つかは又實際に牘驗し得たものである。兩!林D 

番號は必ずしも對應を意味して居るものではない。

横徑及び縱徑として記載した獗値は,何れも採脂前,樹皮面」二に幾分隆起 

して居る部分を測定しをものであり,實際は幾分之よりも小形の脂襄中に「バ 

ルサム」が含有されて居るから,樹皮面積當りのJJ樹面・析等と記載したのは外 

見上の事で,實際の脂襄面よりは幾分又は相當大となつモ居る事を附記して置

<0
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今了解を便ならしめる爲に,之が分布狀况を一括して第24表を得,又之を 

圖示すれぱ第2圖の如くである。該表中に於ける各試驗木の1饌分布個數中, 

上段は脂襄大別に,又下段は脂・底別に配列せられ,各數値は夫れ夫れ,第23表 

基準表の番號のものに對應する〕陋値數である。

第23表 脂殺分布基準表

I 2 3 4 5 6 7 8

上
段

脂囊大別
0.5c m 2 
以下

1.0cm2 
以下

1.5c in= 
以下

2.0c in2 
以下

2.5c 
以下

3.0c ni= 
以下

3.5c m2 
以下

3.5cm2 
以上

下
段
脂量别

0.04g 
以下

0.05g 
〜0・lg

0.15g 
以

0.20g 
以下

0.25g 
以下

0.30g 
以下

〇•35g 
以下〇

0.35g 
以h

第24表 脂套大別及合脂底別分布要約

賦驗木 例査總數 •1 2 3 4 5 6 7 8

定山溪!01 37 '
19 17 1 〇 〇 〇 〇 〇

18 16 3 〇 〇 〇 〇 〇

定山溪102 50
11 20 11 2 〇 2 1 3

7 19 6 6 8 〇 2 2

定山浅29 19
5 12 〇 2 〇 〇 〇 〇

4 13 〇 2 〇 〇 〇 〇

定山溪23 20
4 11 3 1 1 〇 〇 〇

5 12 1 /2 〇 〇 〇 〇

札幌Ao 20 '
4 12 2 2 〇 〇 〇 〇

5 6 I 3 1 2 〇 2

札幌A1〇 30
20 10 〇 ・ 〇 〇 〇 〇 〇

25 5 〇 〇 〇 〇 〇 〇

合 計 176
63 82 17 7 1 2 1 3

64 71 11 13 9 2 2 4
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……脂張大別
——含脂依別襄分布圖

第24表及び第2圖を通覧すれば,各單木に於ける脂襄の分布はパ何れも1 

及び2項即ちJ] ゆの大さlcm1!以下にして含笙亦0.1g以下のものが,共の大部 

分を占めて居る事が判り,脂囊大別欄)に於て,より大形のものの多いものが,

43 ' 

含脂量亦大である小が推定されるが,採脂上,より要因をなすものは勿論含有 

脂秒]に見た脂％の分布如何である小:を認め得る。

即ち第2|崗に於て定山溪101,29.及び23の如きは略標準型をなして居り 

定山溪1Q2,札幌A。の二本は分布:帝號1,2及び3に於て,明かに實線で示さ 

れた含苑脂•翼數が低位:にあり,之に反して脂義大形となるに及んで,含虽がよ 

り大となるものが漸次培加して居るが如きは,採脂上極めて有利と判斷し・得る 

のである。殊に此の傾向は札幌Aoに於て顯著である。

同一の標車型であれば,囊脂の分布が右方に伸びて居るもの程有利である 

Mは勿論であるが,之を耍するに全體として,脂囊の大部分を占めるのが1及 

び2に該當するものであるから,3希以降の實線で示されたものの總和が或程 

度に達する.小・・が,採脂上耍求せらるべきであると考へる次第である。

•札幌Amの如きは,之等の見地から頗る有利ならざるものであって,先づ 

仰’きの大さ別の分布が左端の!及び2に限定され,且含脂靛別の分布も右方即 

ち幾分は大量なるべき2に於て激減して居るが故である。

今定山溪及び百松澤兩地に於ける上記測定結果から,脂囊の横徑,縱徑, 

及び脂義面積等と「バルサム」备有荣との相關係數を算出すれば第25表の如く 

である〇

第25表 脂瀝の大さと 「バルサム」欣との相關係數

相關事項 
試験地

横徑と脂瓦 縱徳と脂鼠 而裁と脂量

札 幌 + 0.417±0.088 +0.346±0.099 +0.524±0.072
定 山溪 +0.418±0.059 +0.334±0.064 + 0.654士M33

即ち定山溪,札幌兩地方共に脂囊面積と脂址との關係最も大きく,前者は 

( + )0.654 ±0.033,又後者は(+)0.524士0.072を示し,脂囊の横徑と脂筮と

の關係は兩地方共之に次ぎ,糸從徑との關係が最も低次である爭を知つた。
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v•要 約

本報吿に於ては先づ「トドマツバルサム」Iの採取法を述べ,次で之に關 

する基礎調査として,種々條件を異にして居る定山溪,礼幌,及び弟子屈の三 

出張所部內に於ける!!諜の落生狀態を檢し,個々の脂我に於ける「バルサム」 

Iの含有觉,及び之を左右すべき2〜3の條件等を擧げ,聚後に着生する脂英の 

分布狀況を脂義大別と含脂量別とに分けて配列し,採脂上有利なるべきものや 

不利なるべきも©等を推定した。之が結果を耍約すれば次の如くである。

1. 「トドマツバルサム」Iの採集には內容150乃至2 OOccの三角「フラ 

スコ」と錐とを兩手に持ち作業する方法が股も簡單で且有利の如くに思考せら 

れた。梯子を使用すれば高所に達し得て便利である。

2. 定山溪出張所部內

1) 個々の樹に依って單位樹皮面禎內に於ける"成數を異にし,同一若 

木に於ても方位,髙低に依って其の數異るが,大股平均すると樹皮面秘1°° 

cm：!中に10個內外の脂義を有し,之等が占有する而毡は樹膚・の1〇グ以內,平均 

7.8%位であった。同面秋中に含有されて居る「バルサム」Iの航Zは平均して 

0・8gであるから,坨の「バルサム」を採集するに耍する.脂腹面猝は大凡lOcnl 

內外であり,之が100gを得るが為には,大凡1300個の脂襄を要し,樹皮面祐 

12000cm2に就て操作を行ふ必要があらう。

2) 折褒1個の平均面積は0.7cm2で,中に0.075gの「バルサム」Iを

含有して居る。 ー ,

3. 札幌出張所都內,百松澤苗圃地附近

1)附近一帶を代表し得ると考へられた試驗木の樹皮は,定山溪にて行 

ったものと同一品種の「アヲトドマツ」であったにも不拘,寫眞,Dに示され 

た如く,一面に小脂囊を以って蔽はれて居り,全然別品種のやうに思はれた。
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2) 單位ゆ技100cm2中に於ける比較的大にして採脂可能の脂義數は平 

均7個で,定山溪のものに此して少ないが,此の個々の面核はより大で0.8cm5 

以上あり,各個の「バルサム」I含有虽も二倍近くの0.144gを示して居った。

3) 從って100gの「パルサム」を採集するには僅かに700個の脂發を求 

むれば足りる小となり,夫等・脂・喪總面削も,定山溪試驗地では約1000cm2を 

耍したのに對して,共の60%に過ぎず,操作を要する樹皮總而甜は大凡10500 

〇"となって居る。之が定山溪の12000cm2に比較して餘り小でないのは,脂 

襄の分布數が少ない爲である。

4) 同地方では又特徴ある•国驗木を求め得た。幼齢木の爲か此のものの 

車位面仙中に於ける脂囊數は30個にも達して居る。從って純脂虽は定山溪地方 

のものと大差無く,略々等並の0.84gが得られ,100gを採集するに要すべき樹 

皮面址も略々12000cm2であるが,個々の而我が頗る小であり,一個の平均含 

有布：も0.03gに充たないから,100gを得んには3500個以上の脂義に就て作淡を 

彳亍ふ必要がある小となって居る。

5) 立木一本の推定含有虽も,同地方に於ける代表木では800g以上あっ 

たのに對し億に100gに過ぎなかった。然し此の種の小徑木は割合に少なく,一 

M部に限定されて居るやうである。

4.弟子屈出張所部內

1)此の地方の「トドマツ」は單位面供中のJ1熾數に依って略々二等分 

する小が出來た。共の一は,樹皮面積100cm2中約10個前後のものであり—— 

定山溪地方の平均と近似して居る——其の二は,6個內外のものである。—— 

孚ろ札幌地方の代表木に接近して居る。供試面郤當りの脂襄面秋•及び含有「バ 

丸サム」の並は共に後者に於て約20%大の6.3cm2及び0.8gとなって居り,脂 

鹿個々の平均含宛,平均面桁は,夫れ夫れ0.144g及び1.12cm2で共に前者、の 

二倍に相當して居る。從って後者の方は100gを採集するに要する總脂囊面積や
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樹皮面枝が前者より幾分少なくなって居り,作業を要する脂震の皴は優に半若 

の700個にて足りる結果となって居る。

2)此の數字は札幌出張所部內の代表的「トドマツ」とI司一であるけれ 

ども,弟子屈地方では此の種の樹が全立木の約牛數を占めて居るに過ぎないか 

ら全恨としては幾分札幌地方に比して劣ると考へられるのである。、

3ア此の地方總閥としては,第20表の平均値を第16表の(I )及び(U ) 

と比較すれば略々了解せられる如く,大閥に於て此の兩者の中間に位するもの 

と云ふ事が出來やう。唯單位面柄か・ら得られる「バルサム」の絶對量が,何K 

よりも幾分少なくなって居る為に,單位苑の採集に耍する樹皮總面甜のみは可 

なり大となって居る。

4)調充した範圍內に於ては大徑木の方が小徑木よりも採脂上種々のり 

で優れて居る:町を認めた。

5. 脂襄の形熊に就て論じ,』ゆ面郤と含脂弛との間に一一連の相關た係の 

ある事を知った。含脂圾は面積と最も髙次の關係を有し,次で橫徑,縱徑とい 

關係は最も低次である。而して著者の行った分布の方法に從ふと,脂襄大別の 

ものと含脂：址別のものとが略々對應して居るものを標準形とすれば,J1楼大別 

に比して脂並別の分布が右方に延長されて居るものが,採脂上能率をあぐる上 

の分布に於て有利なものであり,逆の傾向を採るものが不利であると結論しi'r 

た。絕對並を採集するには大形の脂褒數が多いもの程有利であらう事は論を代 

たない。 ,

6. 此の見解の下に,調査を行った數本の「トドマツ」に就て批判を試み 

定山溪の102,札幌のA。如きを採脂上有利なるものとなし,。磁數頗る多さ 

にも不拘,定山溪101,特に礼幌A”の如きを然らざるものとなした。

7. 何れの試驗木を見るも,大體に於て』筮ぎの大さ!.0cm2以下のものが 

最も數多く,總體として全脂囊の80%を占め,より大形になるに從って漸次派
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少の傾向を示して居る。3.5cm2以上に達するものは定山溪,102に於ける如き 

皆曲部に限られて居った。含脂虫別の分布を見ても略々同様の傾向を示し,即 

ち脂喪大別のものに對應すべき0.1g以下のもの荧も多く,全・脂・囊數の75%以上 

を占めて居り,同樣含抵多きもの程其の數批漸減して居る。

附 記

本調査の基礎をなして居る脂我面積に就ては,旣に述べたやうに實際の脂 

囊の面積では無く,此の脂囊が存在する爲めにタト皮が外方に向って隆起した部 

分の面新である。レ機分布基準表に於て,記載の效字では恰も深さを-・樣に 

0.1cm2に限定させてある如く見える疑義も氷解され,同時に實際の脂囊は此 

の面仙としてあげられたものよりも,相當小形である事が了解せられると思 

ふ・ 以 上
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寫眞說明

A. 「トドマツバルサム」Iの採集狀況

B・試驗木102號の樹幹

C・百松澤7ぷ風附近の林況

D•札幌出張所部内,試瞼木Aoの樹術
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寫眞 B.
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I・緖 言

本邦に於て從來松脂の採集せられつ、あるは黑松,赤松,朝鮮松等で是等 

の樹種から採集せられる生松脂からはロジン,テレビン油等が得られてゐる。
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共の內最も多抵に使用せられてるのはロジンで,製紙のサイズ用として用ひら 

れ,共の他塗料,石鹼,リノリューム,印刷用インク,軍事用,レコード,莎 

水布,スキー用ワックス,殺驅蟲劑等に向けられてゐる。テレビン油は高級至 

料,香料,藥劑,軍用資材等の廣き範圍に渡り用途が頗る多い。以上の如くU 

ジン,テレビン油の需耍が大であるので,我國の松脂採集事業も技近増々赍区 

の;彼上にあるが,未だ國內の需要に應じきれず,戰前に於ては毒年諸•外國より 

數百萬町を輸入してゐた狀態である。

今世界に於ける松.脂・の生産狀况を見ると第二次歐洲大戰勃發直前に於ける 

世界の總生産並は68典應に達してゐた。これを各國別に見ると米國37萬息,{'.； 

國9筒應,ソ聯6薄應,希j國6萬應,スペイン3萬屈,ギリシャ2防晒,メi 

シコ1萬應,共の他の國4攻延で,我國の生產址は實に微々たるもので,我當 

國內で消費される約95%以上をアメリカより輸入してゐた狀態である。

今昭初2年の統計に據ると我國の松脂輸入虽は約3萬虺で,の金額,耕 

800萬回である。是等の輸入した松脂•によって國內の需要を滿す狀態であった 

が,奴近の國際情勢から輸入不可能となり反對に需要は益な多くなる一方で, 

國內の松脂•生産高は其の割に増加されず,極度に品不足を來す狀芯に至った〇 

である。斯る情勢下に於て赤松は松脂採集後でなければ伐採してはならないと 

云ふ樣な事も考へられるに至った事は當然としなければならない。

飜って我國の松脂採集事業の起源を見ると古く,今より約60年前の明治 

18年頃本州に於て一度此の生松折採集就驗を行ひ,又明治37年に•再度試みたい 

であるが,其の頃は未だ歐米の採集法を眞似てゐたので其の結果は收句:甚だハ 

く,經濟的に引合す,淋業化するに至らなかった。其の後我國北限の樺太函,こ 

於て明治42年12月臨時工業調査所を置き,中川第一部長を所長として松脂採生 

準備に7音手し,翌43年大泊川上流,中里,淸川の三ケ疏・に於て五萬本のグイマ 

ツを選定し,松脂採集を行ひ,翌44年には松脂採集事業は分泌虽の不足により
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成は不良と云ふ莎になり,只淸川に於てのみ試驗を續行し,遂に企業化するに 

玉らないで終った。其後各地に於て松脂採染試驗を行ったが,いづれも不成功 

に終った。越て大正6年頃秋田營林局の努力によって漸く日本式とも云ふべき 

引溝式鍬法が考案せられるに至って,稍發展の眠光を認めたのであるが,當時 

は採集抵も少く採算が取れると云ふ處にまで到らなかったのと,精製方法が未 

完成であったため,依然として不振のまゝ事業界より顧りみられざる狀態であ 

った,處が其の後昭和11年に至り農林省林業試驗場の・熱心なる硏究により精製 

方法が成功したが,肝心の採琰法が硏究と工夫が足らざるため採集並の少いの 

は依然として續いた。爾來今日に至るまで各地に於て熱心に硏究せられ,松の 

直徑,樹高,枝下高,樹形,樹勢,採集時期,切付方法,休養日數,採集方法, 

R地と寒地に於ける採集虽の差異などに就て種々の比較試驗が試みられた。又 

大阪混林局管內では佛國海岸松に就いて試驗が行はれた。昭和11年頃には朝鮮 

林京試驗埸に於ても,リキダマッ,アカマツに就いて試みられ,結果は良好で 

なかったが翌12年朝鮮の安眠島に於て安眠島林業所長林省三氏の熱心なる硏究 

と工夫とによりテウセンアカマツの松［旨採集に成功するに至った。又滿洲帝國 

林野局では康德9年5月にテウセンマツ(紅松')に就き松脂採集を試みられ, 

續いて同年9月には國立農事試驗場熊岳城支埸に於て,マンシウクロマツ,マ 

ンシウアカマツに就いて試みられたが,未だ試驗の域を脫しない。此の様に相 

次いで研究發表が見らるるも,一般の機運は容易に松・脂生庶の増加を見るに至 

・らなかった。

北海道に於ても年々多虽の針葉樹が伐採せられつっあるが,樹脂採集を行 

はずあたら莫大な資源を無駄に放棄して顧みられないのは,本道產エゾマッ及 

トドマツ樹脂・が高緯度地方にあるため,採集期間が短い事とか,或ひは檻脂が 

流出しても少城で經濟的に採集不可能とかと云ふ理由で,今日迄顧みられず, 

貿際に採集したがは皆無の狀態であった。此の事炳に鑑み當場に於ては,クロ
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エゾマッ,アカエゾマッ,トドマツに對して如何なる方法で切付をすれば樹监 

採集可能なるや否や,又經濟的に採集出來得るや等を知らんとして昭和14年以 

降切付採集並に作案功程,生産費等の關係を調充し來った。因て茲にエゾマッ, 

アカエゾマツに關する調充事項の一部を取纏めて報吿する次第である。

本調査に當り始終多大なる御指導を賜った,原田場艮初め安倍技師並ぐ苫 

小牧出張所職員,現地調査に直接從事せられし三浦,坂本兩君並針生咖北各位 

の御好意に勤して深甚なる謝惹を表する。

fl•各國の切付狀况

古來より行はれた松脂の採集法は各異であるが,共め內蟻も原始的粗放な 

方法は,今尙支那で行はれてゐる松の根際に穴を掘り,共の內に木の葉を敷き 

生松脂を流し込み固った所を集め取る方法である。又我國では樹幹に傷を付け 

たり,根株等より分泌せるものを搔取る方法で樹脂を採集した。佛領印度支・ 

では特殊な斧を使用して立木基部の一側に短册形に傷付をなし,共の下部に歲 

に長いブリキ板片を斜に打込樋として,共の下部に受器を置いて流し込んで採 

集し,共の後は同じ傷面に斧で再び傷付して採集する方法を行ってゐる。又嵐 

米利加では以前は長葉松に就てボ歩クス法を採用して居たが,此の結果殆ど之 

を絕滅に近からしめたので以後更生林のSlash pineに對して極と可動式のコ 

ツブを使用する方法を採って居る。v字形に傷けるハックも以前よりは大部小 

形となり刻み方もそう深くはない。佛國では各種の採脂法が試みられて居るが 

有名な海岸松に對しては,樹幹に沿って長大な傷を付り樹脂を流下せしめる丿リ 

法を用ひて居る。獨逸では最近我國內地で行はれてゐる斜溝法と略同樣に粗史 

剝をして傷付器ハツクを使用してv字型に深さ一分內外;幅一分內外に傷付し 

て,下部に槌及受器を取付けて採集してゐる。又ソヴィエット聯邦ではウオ" 

ゴドスキイ採集法を採用してゐる。此の採集方法は特殊な斧を持って粗皮及內 
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皮の一部を剝いで採集し,二年目以後は前年の傷面の上部に新たに傷を付けて 

採集する方法で,最近アメリカ式,フランス式等の長所を取り入れ工夫採集し 

て居る。以上の如Z各國では稜々の切付並に採栗方法を研究し,或ひは工夫セ 

凝して増确に拍車を掛けてゐる。

HI•調査地と其の槪况

1. クロエゾマッ

クロエゾマッ樹脂の採集状驗地は苫ノ J散出張所部內分岐點附近75區割班面 

秋4.71haを選び,風致擇伐林の一部に設置した。地況平坦で浮石質砂土で中軟 

適洵の地である。樹極はクロエゾマッ5,(樹齢5〇〜190年),湖葉樹5,(樹齡 

5〇〜240年),材積每ha當クロエゾマッ75m3,濶莱樹75m3で針濶牛入の天然 

生林である。

2. アカエゾマッ

アカエゾマッ樹脂の採集試驗地は定山溪にある本場附屬地,面積I33.9ha 

內の一部に於て像備的に試驗地を設置した,地况は急峻で基岩露出し,砂質壊 

土で中軟•適潤の地である。质域的に針集樹を有し,大部分は潤葉樹であって針 

葉樹は殆んどトドマツで峰通にアカエゾマツの混生を見る,針潤の步合は,針 

葉樹2,潤葉樹8で材利每如當•針葉•樹2即七潤葉樹62】箫の天然生林である。

IV»採集方法並に採集量

1.クロエゾマツ斜溝式毎日切付每日採集法(V型及W型)

調査したクロエゾマッは前記試驗地の風致採伐林內の伐採せざるものの中 

から各徑級別に撰木した。最初試驗地にー股內地で行って居る赤松生松脂採集 

器具を使用して斜溝式採集方法により,V型に每日切付,每日採集のもの計74
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本,ヽV型に每日切付,每日扌策集のもの討•7本を昭羽117く戸8月6日より同・ド8月 

17日迄の明間中に4日間施行した。是等徑級別の採集量は第1表から第2表ま 

でに示した。

第1表 クロエゾマッ斜溝式毎日切付法 v型

胸髙 直徑
本數

1本當 

材積
總材秋

採

日

集

數

採集總衆

VS.別 常 別 針 1本1日’甫

中

cm
20～30 16

m3
0.44

】】貝
7.08 4 215.8 K3.4

31-40 20 0.98 19.59 4 164.4 2.1
徑 41 ～50 12 1.94 23.31 4 158.5 3.3

木

計 48 49.98 538.7 8.8

平 均 1.12 179.57 2.93

大
51〜60 16 2.95 47.20 4 276.8 4.3
61〜70 8 4.05 32.39 4 224.3 乙〇

徑 71～80 2 5.39 10.78 3 37.6 6.3

木

僧 26 12.39 90.37 538.7 17.6

平 均 4.13 30.12 179.57 5.87

總 合 針 74 15.75； 140.35 1077.4 26.4

總 平 均 2.63 23.39 179.57 4.40

第2表 クロエゾマッ斜・溝式每日切付法 w型

胸髙直徑
本數

1本當
材 獄

總材積
採

日

集

數

採集總恭

匹別 階 別 計 1本1日當

大

cm
61-70 2

m3
4.40

m3
8.79 4 g36.3 P4.5

71〜80 2 、5.78 11.56 1 9.2 4.6
徑 81 ～ 3 7.19 21.57 4 85.2 7.1

木

計 7 41.97 130.7 16.2

平 均 5.79 43.57 5.40
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(北安吾林局翻在)

第3表 滿洲に於て岡立したるテウセンマツの連日切付の採集量

胸髙if£德
本致

1本當
徳村積

採集 採集 您景 備 考

區別 階別 材積 日數 計 1本1日爲 Hを期間

中

cm 
22-30 10

m3
0.5476

m3
5.476 15 1.630

g10.9 自康德8年7月18日
32～40 10 1.1792 11.792 15 2.540 16.9 至世德8年8月4日

徑 42～50 10 2.0719 20.719 15 2.960 .19.7

級

計 30 3.7987 37.987 45 7.130 47.5

平均 10 1.2662 12.662 15 2.377 15.8

大
52 〜60 10 3.4180 34.180 15 3.468 23.1
62-70 10 4.6121 46.121 15 3.945 26.3

徑 72以上 2 5.805C 11.610 15 .560 18.7

級

計 22 13.8351 91.911 45 7.973 68.1

平均 7.3 4.6117 30.637 15 2.658 '22.7

總 合計 52 17.6338 129.898； 90 15.103 115.6

總 平均 8.7 2.9390 21.650 15 2.517 19.3

以上の如く乳狀微黃色のクロエゾマツ樹脂を採集し得た,此の・樹脂は分泌 

直後は透明であるが暫時にして結晶柝出し乳狀となり,尙放置すれば凝固す 

る,結晶は外觀白色順粒狀なるも檢鏡すれば斜方の柱狀結晶で佳快な龍腦樣香 

氣をもってゐるが,カナダバルサムの如き粘芾性を有してない事はアカエゾマ 

ツと同樣である。

第1表の斜溝式雁日切付法V型の很級沏に依る採集血は,中徑木中1本1日 

當の滲出址を見ると2〇〜30cmでは3.1g, 31〜40cmでは2.1g, 41〜50cmで 

は3.3gであり,2〇〜,50cm迄中徑木の平均1本1日當の滲出蛍は,2.93gであ 

った。大徑木中の徑級別に依る1本1日當の滲出莅は51〜60cmのものでは 

4.3g, 61〜70cmでは7.0g, 71〜80cmでは6.3gを示し,51〜80cm迄の大徑 

木平均1未1日當の滲出虽は5.87gで中,大徑木の平均1本1日當の滲出蛍は
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4.40gを示した。

尙第2表のW型の每日切付は大徑木のみに切付したるものにして,共の1 

本1日當の徑級別滲出蛍は61〜70cmでは4.5g, 71〜80cmでは4.6g, 81cmで 

は7.1gを示し,大徑木平均1本1日當の滲出址は5.40gで,V型の大徑木平均 

1本1日當の滲出量より少なかった。以上の結果より每日切付每日採集の滲出 

觉は直徑の大なるに從って増加する傾向が認められたc今康徳9年滿州帝室林 

野局北安營林局部內に於て調死したるテウセンマツに就き斜溝式鋸法にて連日 

切付連日採集の結果を第3表に表示し,本道のクロエゾマッの每日切付每日採 

集と比較して見ると,中徑木の平均1本1日當りの滲出Mはテウセンマツの方 

が,クロエゾマツより5.4僖多く,又大徑木の平西1本1日當の滲出址はテウ 

センマツの方が3.9倍多出し,大,中徑木の平均1本1日當の滲出址もテウセ 

ンマツの方が,4.4倍多くなってゐる。大,中徑木何れもクロエゾマツよりテ 

ウセンマツの方が多出してゐるのは採集時期がクロエゾマツでは8月中旬より 

9月中句迄,テウセンマッは7月中旬より8月上句迄で兩者の採集期間の異な 

るのと生育及氣象狀態,共の他の因子の影響に依るものと考へられる。

2.クロエゾマツ斜溝式2日目切付2日目採集法(V型及W型：'

前記の切付と同じく斜溝式鋸法に依りV型2日目切付2日目採集のもの74 

本,W型に2日目切付2日目採集のもの7本を夫々昭和17年8月18日より同年 

9月17日迄此の間15回の切付と,15回の採集を施行した。是等徑級別の採集花 

は第4表〜第5表に示した。

第4表 クロエゾマッ斜溝式2日目切付法 V型

胸高直徑
本數

1本‘當

材積
總材積

採集

日數

採集總iit
備 .・专

區別 階別 計 1和日’當

中

cm
20-30
31*40

16
20

m3
0.44
0.98

m3
7.08

19.59
31
31

g785.6
1622.5

3.3
5.4

昭和17年8月18日 
切付,昭和17年9月 
17日迄
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: 44 〜50
苗

12
48

1.94 23.31
49.98

31 1417.8
3825.9

7.9
16.6

採集回數15回

平均 以2 1275.30 5.53

大
51～60 16 2.95 47.20 31 2100.5 8.8
61～70 8 4.05 32.39 31 1696.6 14.1

徑 71-80 2 5.39 10.78 31 248.6 83

L 計 26 90.37 4045.7 31.2

平均 4.13 1348.56 10.40

徳 合的 74 15.75 140.35 7871.6 47.8
言

平均 2.63 23.39 1311.93 7.93

第5表 クロエゾマッ斛溝式2日目切付法W型

1本當 採集徳・ほ
備 考

村甫 1本1日’莅日數沛

2
2
3
7

31 555.77 15.57

380.9
488.3

31
31
31
93

4113
8.79

11.56
21.57
41.92

m3；
4.40
5.78
7.19 798.1

1667.3

12.3採染回數15回
16.3
17.7
46.7

採集 
總材机本數

胸高直徑

區別 階別

大

徑

木

cm
61〜70
71〜80
81〜

醉

平均

上記の第4表の斜滞式2日目切付法V型の徑級別に依る採集虽は,中盘木 

中1本1日當の滲出弛を見ると,2〇〜30&mでは3.3g, 31〜40cmでは5.4g, 

41〜50cmでは7.9gの滲出を示し,中徑木の平均1本1日當の滲出虽は5.53g 

であった。大徑木中の徑級別に依る1本1日當の滲出並は51〜60c】nのもので 

は8.8g, 61〜70cmでは14.1g, 71〜80cmでは8.3gの滲出を示し,大徑木平均 

の1本1日當の滲出虽は！0.40gで中,大徑木の平均1本1日當の滲出量は7.9 

7gを示した。

第5表のW型に2日目切付は大徑木のみに實施したものであって,1本1
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日當の滲出虽は61〜70cmでは12.7g, 71〜80cmでは16.3g, 81cmでは17.7g 

を示し,平均1本1日當の滲出^Iは15.57gで,V型切付の大徑木平均1本1日 

借よりW型切付の方が1.5倍多出した:小!は每日切付の埸合と反對の現象を示し 

た。以上の結果より2日目切付2日目採集の滲出:死は直徑の大なるに從ひ増加 

する事は每日切付の場合と同様であった。 ’

今滿洲國立農小試驗場熊岳城支場に於て調イEしたるマンシウクロマツ及マ 

ンシウアカマツの科溝式隔日切付隔日採集の採集虽と,上記のクロエゾマッ2 

日目切付2日目採集の採集虽とを上ヒ較するに,マンシウクロマツの平均直徑10 

cm,マンシウアカマツの平均直徑13cmで,何れも21回採集したもので,共 

の1本1日當の平均滲出址は,マンシウクロマツでは,14.2gマンシウアカマ 

ツでは16.0gを示し,クロエゾマツV型2日目切付2日目採集の中徑木平均1本 

1日當より,マンシウクロマツは2.6倍,マンシウアカマツは2.9倍夫々多出し 

てゐる。尙クロエゾマツの大徑木と比較しても,マンシウクロマツは1.4倍, 

マンシウアカマツは1.5倍尹々多く滲出し,クロエゾマッ大徑木の、V型切付と 

滲出此が略同樣である。

3•クロエゾマツ佛國式養生切付法

前記の試驗より先に昭和14年9月14日に同じ試驗地內に於てクロエゾマッ 

中徑木4本の樹幹に夫々地上50cm 〇上に各東,西,南,北面を鑿にて,縦3 

尺,幅7分の傷を付け(傷は粗皮の上より鑿にて內皮及木質部の一部を1分內 

外に剝いだ),昭和17年8月6日迄の約3ヶ年放置しおき,傷面に附着したも 

のの並を採集調在した結果は第6表の如くである。
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第6表 クロエゾマッ樹脂養生法採集表

昭和14年9月14日傷付 昭和17年8月6日蘭在(傷而に附借せるものみの)

直颇本数
1本當
お能

穗村頂
放置

日數
傷付而

採集綾it
備 歩1本

1日當
傷而 

1本常cai
27 1

m3
0.61

m3
0.61 700 束西南北

各 iffi 612.0 '0.87 〇选 傷付而は敞7分
36 1 1.05 1.05 700 〃 674.0 0.96 0.24 長さ3尺を(・の 

み)にて傷付す

37 1 1.11 1.11 700 〃 1339.0 1.91 0.48 も

48 1 2.29 2.29 700 〃 770.5 1.10 0.27
計 4 5.06 5.06 2800 3395.5 4.84 1£1

平均 1 1.265 1.265 700 948.88 1.21 030

上紀の如く1本の樹幹に東,西,南,北各面に7分鑿にて傷付,700日間 

放置後採集したる27〜48cmの中徑木平均(四面)700日間の採集筮は,948.88g 

で,1本1日當の(四面)滲出虽では1.21g,各4面の1面1日當の平均では, 

0.30gとなつて居る。是れを斜溝式每日切付の中徑木平均1本1日當の滲出术と 

我生法傷付1本1日(四面)當の平均!滲出苑と比較すれば,斜滞式每日切付の 

方が,2.4倍多出し,又斜満式2日目切付の中徑木平均1本1日當の滲出公:と 

養生法傷付1本1日(四面)當の平均滲出並と比較する時には,斜溝式2日目 

切付の方が4.6倍多く滲出した。.

前祀方法と同樣クロエゾマツに昭和17年8月6日に各東,西,南,北面に 

縱3尺,幅7分鑿にて傷付したるもの2本,3分鰹にて傷付したるもの2本を 

作り,同年9月5日迄此の間30日間放置した。第一回調赤したものと,9月6日 

から9月30日•迄,此の間25日間放置して第2回調査した結果は第7表(D,' 

(2)の如くである。
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第7表ノ(1) クロエゾマッ樹脂採集<第一回)

昭和17年8月6日～同年9月5日調査(傷而より流失せるもの)

採な

回誓
直徑另 本る

1本富
材笹

總枷 傷付而
放旌

日數

採集独：Gt
備 考

計
［OB8］本［1本 
11日混1日當

1¢
C1L

32 1
mr

0.83
m

0.8： 東而 30
只

17.2 0.57 K
1

西而

南而

30
30

20.2
20.5

0.67
0.68

[2.29 7分怨にて傷付

北面 30 11.1 0.37

43 1 1.63 1.63 東而 30 14.7 0.49
西而 

南面

30
30

17.8
22.0

0.59
0.73

1 2.19 
)

7分應にて您付

北面 30 11.5 0.38

各而屛 東面 31.9 1.06
西面 38.0 1.26
南面 42.5 1.41
北面 22.6 ,0.75

各而合 曾!" 135.0 4.48

各而平均 東面 15.95 0.53
西面 19.0 0.63
南而 21.25 0.71
北面 '11.3 0.38
御 67.50 2.25

2回
cm

32 1
m3

0.83
m3

0.83 東面 25 10.6 0.42
西面

南面

25
25

5.0
11.0

0.20
0.44 2.02 7分麋にて傷付

北面 25 24.0 0.96

43 1 1.63 1.63 東面 25 10.0 0.40
西面

南面

25
25

8.0
9.2

0.32
0.37 1.55 7分鑿にて傷付

北面 25 11.5 0.46,

各面針 束面 20.6 0.82

西面 

南而 

北面

13.0
20.2
35.5

0.52
0.81
1.42
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各面合的 89.3 3.57

各面平均 東面

西面 

南面 

北面 

針

10.3
6.5

10.1
17.8
44.7

0.41
0.26
0.41
0.71
1.79

cm
32 〜43

m3
1.23 東面 

西面 

南而 

北面 

計

55 26.3
25.5
31.4
29.1

112.3

0.48
0.46
0.57
0.53
204

204

55日問

7分鰹にて傷付

平 均 28.081 0.51

第7表ノ(2) クロエゾマッ樹脂採集(第二回)

昭和17年9月6日～同年9月30日
採集

回數
直徑別 本數

1本常1
傷付面

放丑

日數

採集緻:Q
備 考

材積
松・似

釣
UJ面1本

1日'奇
!本
1日常

I回
cm

33 1
m3

0.84
m3

0.84 東面 

西面 

南面 

北面

30
30
30
30

g4.0
4.2
4.8
3.3

g0.13
0.14
0.14
0.11

g
| 0.54

3分遊にて傷付

40 1 1.47 1.47 東面 

西而 

南面 

北而

30
30
30
30

12.7
13.0
19.0

〇

0.42
0.43
0.63

〇

I
1.48 3分懲にて傷付

各面針 東面 

西面 

南面 

北面

16.7
17.2
23.8

3.3

0.55
0.57
0.79
0.11
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第一回の調卉では8月6日より9月5日迄30日間放催して見たのに,7分

各面合 叶 61.0 2.02

ヽ
各而平均 東而 

西而 

南面 

北而 

叶

8.35
8.6

11.9
1.7

30.55

〇・28
0.29
0.40
0.06
1.03

C11)
33 1

m3
0.84

n>3
0.84 東而 

西面 

南而 

北面

25
25
25
25

12.0
15.2
7.4
3.4

0.48
0.61
0.30
0.14

1.53 3分終にて傷付

40 1 1.47 1.47 束而 

西而 

南而 

北而

25
25
25
25

11.0
9.0
2.0

16.0

0.44
0.36
0.09
0.64

1.53 3分慫にて伽付

各面計 柬而 

西而 

南而 

北而

23.0
24.2
9.6

19.4

0.92
0.97
0.39
0.78

各而合 ・叶 76.2 3.06

各面平均 束而 

西而 

南面 

北面 

計

11.5
12.1
4.8
9.7

38.1

0.46
0.49
0.20
0.39
1.54

cm
34 〜40

m3
1.16 東面 

西面 

南面 

北面

55 19.9
20.7
16.7
11.4
68.7

0.36
0.38
0.30
0.21
1.25

1.25

55日間

3分懲にて傷付

平 均 17.18 0.31
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躯にて傷付せる方は南面批大の滲出虽を見,西,東,北の順位に低下するを見 

られ,平均1本(4面)1日當2.25g滲出し,3分鑿にて傷付したるものは,7分 

鑿同樣南面最:多の滲出を見,西,東,北の順位に低下し,平均1本(4面)1日 

當1.03g滲出した。

第二回の調査では9月5日より9月30日迄の25日間放置したもの,7分鑿 

では北面最多の波出虽を見せ,南,東,西の順位を示した,この平均滾出节は 

1本(4面)1日當1.79gで,3分鑿も滲出順位區區で平均1本(4面)1日當l・54g 

であった。

是れによりて55日間の平均1本1日常り7分鑿では2.04g, 3分懲では1.25g 

の滲出虽：となって居る。

4.アカエゾマツ斜溝式切付法

アカエゾマッ樹脂の採集調赤は,昭和16年9月に定山渓本流小瀧の澤に於 

て,快備的採集試驗を行つた,試驗地內にはアカエゾマツの集積・少く,共の內 

より直徑30cm1本,42cm1本,50cm1本,計3本を撰木した。採集方法は 

前肥クロエゾマッと同樣に赤松生松脂採集器具を使用して,斜満式鋸切付方法 

により,V型に切付を行った,切付開始は昭和17年5月2日に浩手して,同年 

8月19日迄此の間109日間に切付操作11回,樹脂採集11回其の採集總並3本分 

で553.0gの乳狀微黄色の樹脂を得た。此の樹脂は分泌直後は透明であるが暫時 

にして結晶柝出し乳狀となり,尙放置すれば凝固する。結晶は外觀白色顆防狀 

であるが檢鏡すれば斜方の柱狀結晶で隹快な洗腦様香氣をもつてゐるが,カナ 

ダパルサムの如き粘布性をWしてゐない。

採集作業不馴れと未經驗の作業であるため,操作中又は降雨等に依って多 

少の損失もあり,分泌虽の正確な數字が得られず,單に採集し得た並により第 

S表の結果を得た。
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第8表 アカエゾマッV型切付の樹脂滲出摩

直徑別 本数
1本僧 

材積
期間

切付採集 採集徳景
佛 考

回數回數 St 1本1日當

30c m 1
m3

0.73
1113

0.73
R109

呵
11 11 196.7 1.80 自昭和17年5月2日

42c in 1 1.49 1.49 109 11 11 199.3 1.83 至昭和17年8月19日
50c in 1 2.21 2.21 109 11 11 157.0 1.44
合屛 3 4.43 4.43 327 33 33 553.0 5.07

平均 1 1.477 1.477 109.0 11.0 11.0 184.33 1.69
・一

上表の如く1日1本當の滲出虽を各直徑別に見ると,30cmでは1.80g, 

42cmでは！.83g, 50cmでは1.44g夫々滲出し,平均では1H1本當の滲出員 

は1.69gであった。尙採集の時間的な計宏も實行し得なかった爲,共の間隔が 

區々ではあったが,調在資料が僅少なるためと切付及採集回數も少ない:小を着 

慮して後からの考察に便なる様,時間的間隔を違へて行ったものである。

(第1,2圖參照)

第1圖 切付採作後採集日數を異にした

平均1日1木牯の滲由址
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切付操作後の時間的間隔と採集如!の關係は第1圖及第2圖に示した如く, 

第1圖は切付操作後採集する迄の間の日數で採集した虽を除した平均1本當の 

滲出並である,之れによって見るならば切付操作後短時日に採集を行ふ方法か 

1本當の收蛍が大である事が判明する,歩實切付操作直後の樹脂の滲出蛍は旺 

盛であって,時間を經過するに從って減少し遂には停止したかの如く緩慢なる 

狀態になる。かゝる結果により永く放置したる場合は1本の樹より得らるる平 

均1本當の採集站は甚だ低い數を示す莎に成る。然し之れは一方的且つ局部的 

な觀方に依る數字であって,若しこれを以て事業の基礎的數値となす爭は大な 

る錯誤であると盛考せらる。第2圖を比較すれば此の誤りが判明する。即ち第 

2圖は切付及採集を一價の時間と看做し,切付操作後採集迄の日數と收量とを 

示した。之れに依って見ると或る月によっては多少の差があるが,切付操作後

第2圖 切付操作後採某日數を異にした

平均1本當の滲出衆
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永く放置したものが,多收此の結果となって居る。

尙切付採集作業に耍する時間は每日行ふも,數日後に行ふも,或は數年後 

に行ふも同じであると,ー應斯く考へ彳學らるる功;であるカ:,是れにもまだ考慮 

の餘地があるものと思考せらるる,

V・滲出量と氣象との關係

1.クロエゾマッ

クロエゾマッ樹脂の滲出如：は地形や樹齢及樹勢,採集季節の氣象等の外的 

因子によって影缪せられること極めて大である事は從來屢々論議されてゐる問 

題であるが,未だ本道に於ける之等の關係は不明である。採集時期の適期及共 

の採集期間等は內地にあっては6月上旬から9月下句迄,共の間！20日間が採 

集適期の如くであるが,本道に於ても勿論採集期間等の是等諸條件に就ても不 

明で,是等に對する調布も今後行ふ豫定であるが,今R月上旬から9月中旬迄 

の間に於けるクロエゾマッと5月上旬から9月中旬迄の間に於けるアカエゾマ 

ツの各種採集方法による各直徑別の滲出蛍と氣象との關係を揚ぐれば第9表～ 

第14表の如くである。

第9表 クロエゾマッ我溝式每日切付每日採集V型と

氣象との關係(4日間の養料)

切付月日 採集月日 天候
(氣 溫 平均

濕度

直徑別による平均1本1日常滲出量
扱高 最低

2〇〜
30c in

31〜
40c in

41〜
50cm

51〜
60c in

61〜 
70c in

71〜
80c ni

8月6日

8月7日
我小雨

〃

05
‘18.1

11.1
12.7

92
89 R2.1 g

1.1
K

3.2 K3.4 g8.7 g8.5
8月7日

8月8日 会小雨 16.1 12.6 97 1.5 1.1 3.0 2.2 6.4 3.0
8月12日 24.9 11.8 70

8月13日 〃 27.9 11.9 64 4.0 4.0 2.0 6.7 8.2 〇

8月13日
8月17日 曇雨 25.8 13.7 82 5.9 2.1 5.0 5.0 4.7 7.3
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合做 !32.31 73.8 494〔13.5 8』!3.21 17.3： 2&〇! 18.81

平均 22.05i 12.30 82.33. 3.38 2.08： 3.30； 4.33 7.001 6.27

第io表 クロエゾマッ斛溝式毎日切付毎日採集W型と

飯象との關保(4日間の共料)

切付月日 採集月日 天候
氣 汜 平均

濕度

直徑別平均1本］日常滲出址

後高 液低
61 ～

70cm
71～

80cm
81- 

82c m
8月6日 な小雨 19.5 11.1 92

0.08月7日 〃 18.1 127 RC 4.0 5.3
8月7日

8月8日 晏小雨 16.1 12.6 97 3.0 0-0 1.5
8JJ12J3 晴 24.9 11.8

8月13日 〃 27.9 11.9 ハ 3.0 0.0 15.5
8月13日

8月14日 暴雨 25.8 13.7 82 宜 0.2 6.1
合計 132.3 73.8 494 ■18.2 厲 28.4

平均 22.05 12.30 82.33 4.55 4.6； 7.10

第11表 クロエゾマッ斜溝式2日目切付2日目採集V型と

氣象との關係(採集回數15回)內3日目採集1回あり6

採桀月日 天候
皺 溫 平均

濕度

直徑別平均1本1日當滲出爪

最巡 眼低
20 ～
30c m

31〜
40c in

41〜
50c in

51～早〜 
60cm| 70cm

71 ~
80c in

8月17日 府 24.6 13.2 59
18日 〃 22.0 9.8 70
19日 〃 22.6 13.2 68 R

3.6
g

5.2
g

6.0 g s13.5 6.5 8.5
20日 〃 23.7 7.8 66
21日 〃 20.3 11.1 82 5.2 5.6 7.7 8.4 13.9 11.5
22日 〃 25.9 13.6 56
23日 發小雨 21.5 14.6 88 3.8 5.9 7.1 9.9 15.2 9.8
24日 雨 19.8 15.8 100
25日 晴 22.1 9.8 50 4.3 9.1 10.3 8.8 14.3 9.8
26日 曇 18.6 8.8 72
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27日 ©雨 17.5 11.9 100 4.0 3.9 5.6 5.9 13.3 6.1
280 雨 23.8 14.6 100
29日 0靑 24.5 15.2 67 t

30日 22.4 12.7 81 8.3 7.3 11.1 13.2 15.1 10.9
31日 曇 23.1 14.2 89

9月1日 〃 22.8 13.9 92 5.6 6.8 8.3 12.3 15.6 9.6
20 唱 24.9 9.6 66
3日 曇 21.2 8.0 75 5.3 6.1 7.8 8.7 15.1 9.1

4日 晴 22.7 6.5 47
5日 〃 22.9 3.9 52 2.3 3.9 5.2 6.1 6.0 5.8
6日 〃 22.5 5.1 61
70 晴a 22.9 6.3 51 4.1 5.7 8.3 8.8 8.6 13.8
8日 曇 19.7 9.7 89
9日 哨 23.6 8.5 78 5.2 6.6 8.9 10.7 18.5 10.7

10日 26.1 10.5 55
11日 曇雨 20.0 9.4 100 4.3 6.4 10.2 13.1 19.7 10.5
12日 24.1 8.8 63
13日 〃 19.7 5.6 53 5.2 5.3 7.4 11.2 14.6 19.4
140 曇 18.9 7.0 72
150 晴 21.9 3.9 52 3.8 4.7 5.8 8.5 15.5 7.9
160 a 17.5 4.0 81
17日 晴 18.8 0.4 75 3.9 6.2 8.1 9.9 13.3 10.0

合計 702.6 308.2 2310 68.9 88.7 11乙8 149.0 205.2 153.4

平均 21.96 9.63 72.19 4.59 5.91 7.85 3.271 13.68 10.23

第12表 クロエゾマッ斜沛式2日目切付2日目採集W型と

氣象との關係(採集回數15回)内3日目採集1回あり。

採集月日 天 候
氣 溫 平均 直徑別平均1本10當•滲出：W
最 髙 及低 泓 度

61〜
70cm

71〜
80cm

81〜
・ 82cm

8 月170 24.6 13.2 59
18日 22.0 9.8 70
19日 〃 22.6 13.2 68 8.5 2.8 16.3
200 〃 23.7 7.8 66
210 〃 20.3 11.1 82 11.4 16.1 17.6

71

220 哨 25.9 13.6 56
230 芸小雨 21.5 14.6 88 22.1 12.3 17.0
240 雨 19.8 15.8 100
250 畸 22.1 9.8 50 14.8 12.0 15.3
260 釜 18.6 8.8 72
27日 公 雨 17.5 11.9 100 7.8 10.0 16.4
280 雨 23.8 14.6 100
290 晴 24.5 15.2 67
30日 晴 姫 22.4 12.7 81 13.6 25.5 25.3
310 23.1 14.2

9B 10 〃 22.8 13.9 8.1 19.7 18.1
20 咕 24.9 9.6
3日 兼 21.2 8.0 9.5 16.1 17.5
40 晴 22.7 歲 47
5日 〃 22.9 3.9 13.3 20.5 13.8
6日 // 22.5 5.1
7日 晴 曇 22.9 6.3 14.6 16.3 16.0

■80 幽 19.7 9.7
9日 晴 23.6 8.5 17.9 24.3 20.3

100 〃 26.1 10.5
11日 雨 20.0 9.4 100 20.1 24.2 20.9
120 哨 24.1 8.8
130 〃 19.7 5.6 8.5 18.1 21.4
140 曇 18.9 7.8
15日 21.9 3, 52 12.5 12.1 15.0
160 曇 17.5 4.0 81
17日 府 18.8 0.4 75 7.8 14.5 17.4

合 計 702.6 308,2 2310 190.5 244.5 268.3

平 均 21.96 9.63 72.19 12.70 16.30 17.89
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上記の如く滲出並と氣象との關係は短期間の調査のため關係密接でないが 

氣溫の低い日は滲出虽少く,反對に氣溫の高い日は滲出多呈を見受られる,而 

し又濕度との關係も湿度髙く氣溫も高い日,蒸し熱い日は樹脂滲出多く,汲度 

が低く,晴天日が續く時は滲出抵は次第に降下するも,一虎降雨ありたる後北: 

內の濕度が高くなるに從ひ,滲出段は増加する傾向が認められた。

尙內地に於ては盛夏の候溫废甚しく上昇するに從ひ,却って樹脂の滲出・景 

は少しく減少ずるは樹木の「夏期休眠期」と稱し,餘り濕度が高きに過ぐるた 

め,一時樹木の生長活動が抑制せらるるに據ると言はるるが,本道に於ては却 

って盛夏の候が一番多景に樹脂が滲出するのではないかと思考せらる〇特に凶 

地の赤松,黒松及朝鮮松は樹皮薄く,多少の氣溫,沮度にも影響されて樹脂注 

出に影響されるカ"本道のクロエゾマツの樹皮は厚く多少の外氣の變化には左 

右され難く,寧ろ盛夏の氣溫及濕度の變化によって剌戟せられて,滲出花の多 

少に影響せられるのではなからうかと思考せらるるが,今後此の點も勿論料: 

する豫定である。

5月 6月 7« 8月 月H

2.アカエゾマッ
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アカエゾマッ樹脂の滲出は氣溫と密接なる關係は見られないが,第3圖に 

示す如く大假5月より氣溫の上升に從って増抵し,8月に至つて減少を示して 

ゐる,然し是れは場所や共の年の氣候等に依って差異ある歩は當然と思はれア 

カエゾマッ樹脂滲出は本道に於ては緯度,標高差等から大閥7月に於て此高毋 

を示すものと4T測される。又單に氣溫のみによるものでは無く,诅度も大きな 

伯係を持つ小も推定された。降雨があった後氣溫が高い場合には樹脂の滲出滴 

下速度が速い事が觀られた,然し5月及3月に於て氣温,濕度共に高くても,

7月より滲出.代が少ない事は樹木の生理的な狀態に依るものと思はれる。

今採集時の氣象狀況を表示すれば第15表〜第18表の如くである。

第15表 アカエゾマッ斜溝式鋸切付と気象との關係

採集月日 天候
気 溫

混度
直徑別滲出はg

徳計

g
沌平均

g

i日i本赏
の滲出讥：

g最高 最低 30c in 42c in 50cm

5月2日 瞄 22.8 1.8 58
3日 〃 21.0 1.5 64
4日 〃 12.0 5.5 85
5日 〃 7.0 2.2 71
6日 9.2 0.4 92
7日 〃 9.6 0.5 73
8日 〃 12.5 0.4 85
9日 哨 13.0 2.0 71 4.0 3.0 7.0 14.0 4.7 0.67

10日 〃 17.2 -2.4 76
11日 18.6 4.8 100
12日 濃 14.2 0.5 78
13日 府 3.8 0.6 51
14日 雨 9.0 1.0 71
15日 〃 ‘9.5 1.0 84
16日 // 9.0 3.2 85

、、・
17日 曇 9.0 1.2 84
18日 〃 5.5 1.4 72



第］6表 アカエゾマッ斜溝式鋸切付と氣象との關係

採集月日 天候
氣 溫

濕度
茁：徑別滲出讹g

總針

g

1日I本當 
總平均の活mt 

g 1 g及高 殻低 30c in 42c in 50c in

6月1日 
20 
3日 

4日 

5日 

6日 

7日 
8日 

9日 
10日 
11日 
12日 
13日 
140 
150 
160 
170

既 

咕 

〃 

曇

〃 

〃 

〃 

茲 

〃 

晴 

〃 

〃 

薮 

晴

〃 

〃

14.2
16.0
18.2
18.4
19.4
22.0
20.0
25i〇

25.0
16.0
20.0
27.0
26.8
22.0
23.0
24.0
21.6

3.0
4.2
4.0
6.0
8.0
6.4
3.0
6.0
9.0
6.0
4.0
4.2
9.0

10.0
8.5
9.0
3.4

76
61
67
79
74
79
72
83
87
89
87
79
47
72
89
70
80

13.0

21.3

19.1

20.6

4.5

9.2

36.6

51.1

1 1

12.2

17.0

0.58

5.67
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第17表 アカエゾマッ滸溝式鋸切付と氣象との關係

採集月日 天候
氣 溫

濕度
直徑別滲出摩g

總計

g
襪平均 

g

！日1本・ 

の滲出我 

g最髙 瓶低 30c in 42cm 50cm

7月1日 23.4 9.2 71 29.5 17.8 12.3 59.6 19.9 9.95
20 雨 21.8 14.0 80
3日 25.4 14.4 81 1

4日 〃 26.0 13.0 73
5日 曇 25.4 14.0 72
6日 睛 27.4 14.6 74

70 25.0 16.4 90
80 晴 27.0 12.8 80
'9日 〃 15.4 14.8 75
100 雨 21.6 14.0 80
H0 '・瞄 21.8 14.0 80
120 〃 20.8 10.0 84
13日 〃 21.8 8.4 71
140 雨 19.6 10.0 78
150 晴 22.8 10.4 80
160 〃 23.4 11.4 71
170 〃 22.8 6.0 71
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18日 雨 22£'9.』 7£
19日 睛 27.C 11.6 67
20日 ・〃 26.8 11.8 91
21日 〃 26.6 18.6 81
22日 雨 23.4 14.2 94
23日 25.0 16.0 .86
24日 -2- 24.8 9.8 72
25日 〃 28.0 13£ 81
26日 0靑 29.0 14.5 79
27日 26.0 21.0 90
28日 晴 24.4 10.0 81
29日 雨 20.0 13.6 89
30日 囈 21.6 15.0 80 38.5 21.5 30.0 90.0 30.0 1.03
31自 暗 24.0 9.8 8〇

第18表 アカエゾマッ斜溝式鋸切付と気象との關係

採集月日 天候
氣 a

滋度
直徑別滲出収g

總計

g
總平均 

g

1日1本代 

の滲由求 
g最高 最低 30c n】 42cm 50cm

8月1日 暗 21.6 9.0 8C
2日 雨 24.0 13.0 89
3日 23.0 16.0 90
4日 睛 24.4 14.0 81 22.4 21.5 19.8 63.7 21.2 4«24
5日 〃 19.4 12.6 81
6日 〃 24.8 12.0 75
7日 〃 24.8 13.0 79
8日 曇 21.0 13.0 83
9日 雨 22.0 13.0 ヂ

10日 〃 J7.0 14.4 84
11日 晴 18.8 10.2 84
12日 〃 19.6 12.6 95
13日 // 22.0 13.0 90 14.5 17.2 25.5 57.2 19.1 2.12
14日 曇 23.5 14.4 80
15日 晴 25.0 13.5 80
16日 雨 21.0 15.0 89 1

79

17日
18日

哨

〃

20.0：
23.0

12.〇,

7.8

89：

75

17.〇’

20.7 1乙〇

i
54.7 18.2 3.64

19 H り 22.61 12.0； 85] 8.8 8.8 5.5 四7.7 一 ” 7.7C

VI.採集作業功程と生産費

1.クロエゾマツ斜溝式作業の功程及生産費

採集作業の功程は立地の關係,樹幹の大小により異るが1本1日常リの潑 

出员に左右せられるは勿論である。調赤した苫1嫩地方は地形平坦で且下草も 

僅少なため作業容易なる關係があるが,男1人1日當りの純正勞働8時間で斜 

溝式粗皮剝作業は,內地一般に使用せる粗皮剝辭を用ひて100本を剝く小可能 

で,大俺中徑木3分內外,大徑木5分內外を要した,次原斜滞切付鋸で切付後 

溝搔器,小丸鑿,施の打込鑿,受器等を使用して採集迄の第一回作業功程は男 

1人1日當リの純正勞働8時間で120本內外迄可能である。1本當りの所要時 

間を見ると中徑木3分內外,大徑木4分內外を要した。二回目以後は前日の滲 

出樹脂採集後切付と滯搔だけの作業であるから18〇〜200本迄可能である。1本 

當りの所要時間は大中徑平均して2分以內を要した。

今上記個所に於て試驗的に行った例を見ると,前記の功程より稍々劣るの 

は丁寧に作業した結果で第1,第2表に示されし如く,其の功程並に生産費關 

係を見ると次表の如くである。

第19表 クロエゾマッの每日切付毎日採集4日間の生產野

(昭和17年8月6日～同月14日迄中に訓套4日間の資料)

種 別 本數
使役 
人數

單價 金額 採集
總M

kg當りの 
生産費

備 考 %

in皮剝A夫
本

81 1.0 3%〇
円 

3.00 1208J
円

2.483 26

切付採集人夫 81 1.5 3.00 4.50 3.725 1日 0.6
2日0.3以下同じ

39
採集器具償却代 Q組) 9.00 (1.80)

9.00 1.4903年間にて償却 
ヽ(

16
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樹脂受器償却代
(2.112)1

88 Q12 10.561 1.748网上く竹筒)19

合 沛 11.4121 9.446

上表の如く kg當りの生産費9.4461印として高いのは期間の短かいがと每日 

切付して採集するには本道のクロエゾマツ樹脂は滲出宛が少い爲で本道に於て 

每日切付每日採集は上表に見る如き結果で,收支償はないものと考察せらる。

次に2日目切付2日目採集法によって第3表,第4表を見ると,31日間で 

15回採集した功程及生産費關係は次表の如くである。

第20表 クロエゾマッ2日目切付2日目採集
期間昭和17年8JJ<31日間中15回切付採集した査料)

n 別 本數
使役 
人數

單價 金額 採集
總jft

kg依りの 
生産我 備 歩 %

粗皮剝人夫 

切付採集人夫 

採集器具償却代 

樹脂受器償却代

本
81
81

<1組)

88

人 
1.0
6.2

円

3.00
3.00
9.00
0.12

F1 
3.00

18.60
(1.80) 

9.00 
(2.112)

10.56

9538.9
円 

0.315
1.950
0.189
0.221

1日 0.6
2日以下0.4
5年間にて償却

同上<竹筒)

12
73

7
8

合 計 25.512 2.675

上表の如く 2日目切付2日目採集法にてもkg當りの生產尖2.675關の結果 

を得た,此の方法も亦前同樣に2日間の滲出蛍少員のため採集人夹賃に追はれ 

る結果となった。

2.クロエゾマツ佛國式養生法の作業功程及生産費

昭和14年9月14日にクロエゾマツ4本に1本當り東,西,南,北4面を7分 

鑿にて傷付して,昭和17年8月6日迄此の間1067日放置して,其の傷面に附布 

せるもののみを採集調査したのに第5表の如く ,尙上記!06713間中11月〜2月 

迄の4ヶ月間は樹脂流出せざるを持つて,實際に滲出せる期間は約700日間と 

見なし其の功程並に生産費に就いて見ると第21表の如くである。
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第21表 クロエゾマッ

昭和14年9月14日〜昭和17年8月6日迄106？日間(内700日)の生産費

種 別 本數
使役 
人數

單價 金額 採集 
總景 譬新 偷 考 %

粗皮剝人夫 

採集人夫 

切付器具償却代 (1紐)

人 
0.1
0.1

円

3.00

3.00
4.00

〇5〇

0.30
(0.80)

4.00

g3395.5
円

0.088
0.088

0.2365年間にて償却

21
21
58

合 甜 1.401 0.412

上表の如く kg當り0.412回なる結果を得た,尙上祀の如く傷付後長期間放 

催した滲出樹脂の品質が不良になる故kg當りの單價が半額になっても有利な 

る採集方法である事が判然とした。更に以上の如く傷面に附於したものだけを 

搔集めて1日當りの滲出拓:を計算せるもL2g滲出するのでおるから,流出して 

地上に流亡せざる如く處理すれば更に此の單價が低廉となり一居有利となるベ 

き小は推定するに難くない。即ち本調査では1日平均の正確な滲出並が不明で 

あったため,是れを明にするために今期新たに7分鑿2本,3分整2本計4本 

(16面)を竹筒の受器を付して,本年8月6日に傷付,9月30日迄の55日を2回 

に亘りて調査した結果を第7表1,第7表2の如き結果を得た。

尙此の傷付に要する作業功程は,7分鑿にて1面(縱3尺,幅7分)を傷 

付するに2分內外で,1本(4面を傷付終了するに9分〜10分を要し’,是の功 

程によるときは1日50本(200面)傷付可能である。又3分鑿にての功程も7分 

鰹と略同様で,1本(4面)を9分內外で終了した。

以上の如く 8月上旬から9月末日迄の55日間1本(4面)1日7分鑿傷付 

で2g滲出した。3年間放置せるものは1.2gであった。今假に7分鑿にて5月 

上旬より每日50本(200面)宛25日間1250本(5000面)を傷付して,是れを 

9月下句迄此の間150日餘放置して採集すれば次の如き功程と生産費表が得ら 

れる。
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第22表 1年目の生産費

種 別 本數
人夫
致

單價 金額
採集,kg當Vの 
總泉|生産55 備 考 %

傷付人夫(男)
本

1250
人

2.5
円

3.50
円

87.50 352.5
円 

0.24 (1日2gの滲出す 
るとみた)

39

採染人夫(女) 1250 12.5 2.50 31.25 0.09 (1日100本採集、 14

傷付器:n・償却代 (侧) 4.00 (0.80)
4.00 0.02 (5年間使用ン 3

受器償却代 5000 0.10 (100.00)
500.00 0.28 (5年間使用) 44

合 計 219.55 0.63

第23表 2年目の生産費(7分袈にての切付)

種 別 本数
人夫 
數

單價 金額 採集
總®

kg當リの 
生産火 備 考 %

受器取付人夫(女)
本

1250
A 

10.0
円

2.50
円 

25.00 kg382.5 0.06 1日2g滲出する 
とみた

14

採集人夫(女) 1250 12.5 2.50 31.25 0.08 5月〜9月迄の期 
間中

19

例付器具償却代 "組) 4.00 (0.80) 0.02 (5年間使用) 5

受器償却代 5000 0.10 (100.00) 0.26 (5年間使用) 62

合 計 157.05 0.42

1年目の生產戏表ではkg當の生産費が0.63喚で,傷付人夫賃は全體の39< ； 

採集人夫賃は14%を示し,人夫賃合計では,53%を示し,尙傷付器具鑿と金槌は 

5年間に償却するものとし全體の3%を示した,竹筒の受群も亦5年間にて債 

却する豫定であるが,全體の44%を示すを以て少くとも受器が1ケ5錢內外の 

安價に大址に手に入れば生產費も安價になる。

又同上の採集木から2年目の樹脂を採集すれば上記の表の如く kg當0.42鎌 

で,傷付人夫賃が無くなり,受器取付人夫賃と採集人夫賃とでは14%,全閥の 

33%で,受器の償却代が62%を示した。以上の如く本道產クロエゾマッの樹脂 

採集にありては,鑿にて傷付或期間放橙して採集する方法が,最も經濟的に有 

利である事を知った。
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更に7分鑿と3分鑿との55日間の平均1日當の波山一任を傷付面技で比較す 

るときは,7分鑿2】平方尺で2.0也,3分鑿9平方尺で1.25gで傷付面気よりす 

れば,3分醇は7分鑿より2.3倍桐少であるが,滲出虽は7分整より多出した。 

而し共の作業功程即ち傷付作業は7分鰹と3分鑿とでは略同じで,4面傷付す 

るに9分〜10分を要した。1本の樹怜に同じ本數だけ倨付して樹脂を採集する 

とせば,7分鑿の方が有利であるが,1本の樹幹に傷面を多數付けて樹脂を採 

集するとせば3分鑿の方が行利である。又1本の樹幹より短期間に多虽に樹脂 

を採集するとせば,7分鑿以上の幅の廣い鑿を使用して,直徑の蚤〜奇程度を 

殘して傷付採集する•方が有利であるが,反對に1本の樹幹より長期間に亘り樹 

脂を採集するとせば,3分鑿の方が傷付面祜• 7分鑿より僅少で,長期間採樂出 

來ろものと考へられる。尙此の7分盤が有利か3分,鑿が有利かと云ふ問題は今 

後に殘された間題で精細に調在する考へである。

3.アカエゾマツの作業功程及滲出量

定山溪に於て行ったアカエゾマツ樹脂採集の功程は,立地の關係,柚幹の 

大小により異るが,1日1本當・の滲出並に左右される事はクロエゾマツの樹脂 

採集と同樣であるが,作業者の採集不馴と未經驗の操作である爭と調査本數少 

く,作業個所が急峻なる場所である關係上其の功程も正確な數字が得られなか 

った。 、,

今單にこゝには各直徑の平均1本當の日數を異にしたときの滲出量によつ 

て,切付後短期間に採集した虽と,長期間放置後採集した虽との比較をして見 

れば,例を6冃の樹脂採集卅:結果に當楓めて者慮すると,

(D 切付後3日目に採集した卅:が17.0g

(2)切付後17日目に採集した抵が28.8g

<1)の方法 ゝ ・
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{1日200木切付作荣が出來るとすれば3日目にて600木切付出來る。 

〔3日±リ採见し得られる:ratは200本より3.400g採集出來る。

(2)の方法 ～

J1日200本の切付作業が出來るとすれば,17日にて3.400本切付出來る。

117日目より採集し彳!}る:Gtは200本より5.750g採桀出來る〇

I

以上の計算より見れば(2)の方法は收ー賛大である,然し非業として施行す 

る揚合は作樂期間の長短を考慮しなければならない,又(1)の方法は3日目よ 

り採集し得るも,(2)の方法は17日後に於て採集するのであって,前後に於て 

作業の量に差が生する事は當然であるが,何れにしても企業の組織等によって 

考慮を耍する’然し(2)の方法は樹木に切付を行ふ回數は少なく,從って同一 

個所で永い期間使用し得る等の利點はあるが,樹脂採集木の多彩等が禾大要素 

となる事なので,今後の試驗に依らなければ断じ得られないと思考せらるる。

尙本州方面では從來切付作業を隔日採集等比較的短時日の採集法を採って 

ゐるが,是れは樹利！の關係か又は經濟上から行はれるか判明してゐない。

vn•結 び

1) クロエゾマッの樹脂採集方法として斜溝式鋸切付を行った結果,S月 

上旬に於て毎日切付每日採集では1本1日當,直徑2〇〜50cmの中徑木で2.9g, 

51〜80cmの大徑木では5.9gの滲出蛍を見た。

2) 斜港式鋸切付の2日目切付2日目採集を行った結果は2〇〜50c mの申 

徑木で1本1回當5.5g, 51〜80cmの大徑木では10.4gの滲出：ffi:を見た。

3) ク・エゾマツ中徑木に地上50cmの箇所に各東,西,南,北面に鑿に 

て縱3尺,幅7分を粗皮の上より內皮及木質部の一部を刹ぎ,約700間放置し 

て傷面に附着せるもののみを調査した結果は1日當1.2gの滲出员を見た。

'4) 上記の如く附為：して居たものだけで流亡せるもの不明のため,之れを 
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明にするため⑶と同じ方法を以て中徑木に7分婆2本,3分鑿2本を皮剝し 

て,的日間放野して調あしたのに7分鴨は南,西,束,北の順位に低下し,制 

ンド均の2.25g滲出並を見た,又3分懲は南,、西,朿,北の順位に低下し,4面平

1.03g滲出した。

5) 上花の第一回調布に引緻き第二回の調充は25日間放愼したのに,7分 

髪は北,南,束,西の順位に低下し,4面平均1.79g滲出した,又3分鑿は北' 

束,南,西の順位に低下し,4面平均1.54g滲出した.尙55日間の平均1日1本

<4面)當の滲出址は7分鑿では28.08g, 3分鑿では17.18gで,又1本1日(4面) 

•广<・の平均滲出姑:は7分鑿では2,04g, 3分鑿では!.25gを示した。

6) 採集作業の功程は立地の關係,樹幹の大小によって異なるが,男1人 

1日’當の斜滯式・1I皮刹作業は100本を刹ぐ圳可能で,中徑木3分內外,大猝木 

5分内外を耍した。

7) 粧皮剝後鋸にて切付して受器を取付採集迄の作業功程は12〇本內外迄 

可能である。1本當の所要時間は中徑木3分,大徑木4分內外を要し,切付と 

盘偈だけの作業功程は180本〜200本迄可能で,1本當の所要時間は大中徑木平 

乌して2分以內を要した。

8) ほ日切付每•日採集のkg當生產費は9.446關で,2日目切付2日目採集 

の屈生産費は2.6751員］の結果を得た,何れも內地より一高僵なのは每日及隔日に 

"刀付しても,クロエゾマッの樹脂・滲出毋:が少く,勞力を多く使用するため採 

匸人夫賃に追はれる狀態で,本道では此の採集方法は困難であると思考せら 

るる。

9) クロエゾマッの樹幹に7分醴にて東,西,南,北面に傷付して?〇〇日 

間放置して採集せる生産費はkg當0.412關なる結果を得た.

1〇)7分醪にて1面を縱3尺,幅7分に傷付するに2分內外,4面を傷付 

するに9分〜10分を耍した。3分鑿も7 •分鑿と略同様で4面を傷付するに9分
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內外を要した,此の功程に依るときは男1人で1日.50本(200面)傷付可能であ 

る。

ロ)上記の如き方法を以って25日間に1250本(5000面)を傷付け150恥 

放｛2して採集せば1年目の生産戏はkg當63錢で,2年目も同一箇所よリ採柴 

し得るとすれば共の生産費はkg當42錢と云ふ結果が得られる。

アカエゾマッ

1)アカエゾマツの樹脂採集方法は5月上句より8月中旬迄,此の間1的 

日の間切付11回,採集11回をクロエゾマッと同様に科溝式鋸切付法にて行った 

結果,中徑木平均では1日1本當1.69gの滲出损:を見た。

.2)アカエヅマッ樹脂採集の結果,•切付操作後永く放置したものが多收& 

の結果を得た。

3)アカエゾマツ挪眼出ろ；:と氣象とは密接なる關係が得自れなかった。
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寫亙說明

No.1.クロエゾマツの掰怜に7分経にて傷付せる縦3尺幅7分の傷而よ 

り樹脂が流出して附辨せる狀況

No. 2.クロエゾマツの樹幹に？分鑿にて粗皮及木質部のー一部を剝ぎっっ 

ある狀況

No. 3.調査木のNo.l.アカエゾマツ樹幹に爲溝式鋸切付後に於ける樹脂 

の滲四狀況

No. 4.翩査木No.2. 同 上
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